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①救い出してみせる。可憐な君を








　──あいつも、あの人もいない。自分よりもずっと優秀なはずなのに。

　緊張が手のひらの温度を奪い、ぬるくなったウーロン茶で喉を潤す。それでも胃の奥底から沸き上がる熱さは全く消えない。怒りと、呆れと、失望。一塊になって腹の中で重さを増す感情を押し殺せるほど大人にはなれなかった。

　将来有望な人材を集め、各企業や研究所との結びつきを作る。未成年である自分が、そんな青田買いに近いパーティーに呼ばれたことで、世間の汚さを改めて知った。主催である八重樫グループは、バース性による差別をなくそうと声を高らかに企業目標としているはずだ。しかし、あちらもアルファ、こちらもアルファ。どこを見回してもアルファしかいない。おそらく自分は、学力面で優秀だということでこの場に呼ばれていた。そして、自分と常に争っている同級達は誰もいない。つまり、このパーティーにいるのはアルファ性のみ。それに気づいた瞬間、この場にいることが酷く恥ずかしく思えた。

　──生まれ持った性など、生きる上での付属品でしかないのに。

　飲めないアルコールを一気に流し込んで暴れたい気持ちすらあった。アルファだからなんだと言うのだ。切磋琢磨し、自分よりも学力も人間性もずっと優れている人はこの世にごまんといる。人には聞かせられない悪態を心の中でついた。決して口から漏れ出ないように、グラスを持つ手に力を込める。

　こんな見栄と欲望が渦巻く場に一分一秒でもいられない。そう思ったときだった。

　──あれは、誰だ。

　壁の花となっている少女を見つけた。存在に気づいてしまったら目が離せなくなってしまった。何故だろう。理由を考えるより先に少女に向かって歩みを進めていた。

　近づくにつれ、壁の花がこの場にとって異質な存在だと見て取れた。年齢に似合わない大人びたドレスから覗く細い腕と足がとても痛々しい。着ている本人がそれを一番よく分かっているのか、壁に張り付いて微動だにしない。

　少し俯いているせいか、こちらの存在に気づいていないようだ。警戒されないように、足音を潜ませてゆっくりと距離を縮める。

「……こんばんは」

　俺の声に気づいたのか、少女が顔を上げた。穢れを知らない美しい瞳に五感すべてが反応する。特に、香り。本当にごく少量しか感じ取れないが、日の光をいっぱい浴びたもぎたての果実のような甘い香り。少女特有の爽やかさの中に、少しだけ混じる大人の色香が鼻をくすぐった。

　肌をピリピリと刺激し、毛穴がぶわりと広がるような感覚がある。細胞の隅々まで少女のことを知りたいと反応しているようだ。白い肌の味を想像して、舌の奥から大量の唾液が分泌された。

「なんでしょうか」

　怯えを隠さない声はか細く、儚い。たったその一言だけだったが、鼓膜を突き破り、脳髄の奥まで甘いしびれと共に響き渡る。

　──確信した。この子は、オメガだ。そして、俺のたった一人の愛しい人。

　アルファとオメガには切っても切れない関係。それが『運命の番』だ。今まさに目の前の少女からその片鱗を感じる。

「あ、……いや。具合が悪そうだったから」

　隠せない興奮がかすれた声となる。

「……大丈夫です」

　少女の側にいるだけで、いつもは抑制剤で抑えているアルファの本能が一気に湧き出てくる。こういった人の多いところではフェロモンの誘惑も多いため、強めの抑制剤を使用しているが、それでも高鳴る動悸が押さえられない。

　外見からおそらく自分よりも五つから六つほど年下だろう。少し目を細めて不躾にならない程度に観察する。

「そう、それならいいんだ」

　感覚すべてを奪われ、しどろもどろだったが、やっと言葉が出てくるようになった。

　抑えきれない衝動をそのままに話しかけるが、「はい」「いいえ」と短い答えしか返ってこない。警戒しているのがありありと伝わってくる。この少女は自分の『運命の番』だから、もう少し色のある返事や視線が返ってきてもいいのに。と正直思ってしまった。続かない会話。気まずさだけが募っていくがこの場を離れることがどうしてもできなかった。

　『運命の番』というフェロモンで繋がれたアルファとオメガは、たがいに惹かれあう。しかし、少女は自分に全く興味がないようだ。

（発情期が来ていないのか……？）

　色々な可能性が頭に浮かぶ。少しでも情報がほしいとさらに目を細めて少女を観察する。

　年代物のワインのような深いボルドーと、大きく開いた胸元。熟成された女性でも着こなすのが難しいドレスを年端もいかないような子に着せるとはとても趣味が悪い。親も止めなかったのかと思うが、この薄汚いパーティーは参加者の親の手で止められるようなものではないことを思い出す。

　何かもっと繋がりを。そう思い、何か無いかと探っていると、コサージュが目に入った。ドレスには少し似合わないが、彼女自身にとてもよく似合う可憐なコサージュだった。毒々しいボルドーではなく、稚児の肌のような透き通った色。可愛らしいという陳腐な誉め言葉しか思い浮かばないのが恨めしい。

「それ、とてもよく似合いますね」

　会話の糸口に、と思ってそう口にすると、パッと顔を上げた少女と視線が絡んだ。キラキラと瞳を輝かせ、何か言いたそうに口をむずむずさせている。年相応の反応に、この話題が間違っていなかったことを悟った。

「君によく似合う。優しい色だ」

「……これ、私が作ったんです」

「へえ」

　手作り。それならば彼女によく似合うことも理解できる。まじまじと見つめていると、細くて可憐な指がそっとコサージュを撫でた。

「着たくもないドレスを着せられたから……せめてもの反抗」

　可愛らしく目を細め、白い歯を見せたいたずらな笑みに、心臓も呼吸も止まったのでは？　と思うほどの衝撃を受けた。人の欲望のるつぼのような場所で、こんなにも美しい存在に出会えたことに感謝でいっぱいだった。

「反抗、か。いいね」

「すっごく怒られましたよ。みずぼらしいって」

「君にとても似合うのに。そいつは見る目が無いな。眼科受診をおすすめしよう」

　少女にドレスを着せた相手を想像して、最大に皮肉ってやる。すると、となりからけらけらと楽しそうな笑い声が聞こえてきた。

「眼科？　視力はいくつかな」

「きっと見えるランドルト環は無いんじゃないか？」

　分かりやすく指でＣのマークを作って、そこから少女をのぞき込む。

「あはは！　確かに！」

　先ほどは心臓が止まりそうなほどの衝撃だったが、今は心の奥がほこほこと暖かくなるような笑みを見せてくれる。それだけで幸せだと心の底から思えた。

「……ご両親は？」

　少女は首を横に振る。無理やり連れてこられたのだろうとすぐに理解した。

「多分、もう迎えに来てくれると思うの」

「そっか」

　ならば、迎えに来るまで側に居ようと壁に背中を預ける。しかし、この怨念渦巻くパーティーで反抗できる子がいることに驚いた。

「君の勇気を称えたいよ。すばらしいね」

　そう言って花瓶に刺さっていた花を差し出した。キザなのは分かっていたが、感心したのは本当だ。目の前の少女は、ぱちりと瞬きをしたあと、驚くほどかわいらしい笑みを見せてくれた。

「……ありがとう」

　一輪の花が少女の手に渡ろうとした瞬間、癇癪でも起こしたような激しい声が響いた。

「かすみ！」

　その声に、少女がびくりと体を震わせた。邪魔が入った方向に視線を向けると、目を吊り上げた少女と同年代の少年がこちらに向かって歩いてきていた。

（あれは、八や重え樫がし家当主の息子……）

　このパーティーの主催者である八重樫家は、日本でも有数の名家だ。自分がいずれ就職したいと考えている研究所の最大の出資者でもあり、大企業や政治家とも繋がりが深い存在だ。そんな名家の中でもトップの息子がこの少女をエスコートしていたようだ。近づいてくる鼻ぺちゃな男は、分かりやすく息を荒くしている。視線は『かすみ』と呼ばれた少女に固定されている。

「……私、行かなきゃ」

　待って、と声をかける暇もなく少女が駆けだす。自分よりも年下であろう子が、慣れぬヒールを履いて体を揺らす姿は見ていて痛ましい。

（行かないで）

　自分の運命だと体中が叫んでいる。けれども、今、彼女を取り戻す力はない。あっという間に人ごみの中心に戻ってしまった少女の背中を名残惜しく見つめるしかなかった。

　小さな反抗心を抱え、必死にこの場に立つ少女を思わずにはいられない。惨めったらしく差し出した手は、誇り高きアルファ性とはかけ離れたものだった。

（絶対にあの中から救ってみせる）

　似合わないドレスも、慣れない高いヒールもいらない。あの可憐なコサージュのように、ありのままの彼女でいられるように。そのためなら何だってできる。そして、この欲望の中心からあの少女を救い出して見せる。渡せなかった一輪の花を花瓶に戻しながら、こんな姑息な手を使わなくても側にいられるようにこの瞬間心に決めた。






②結婚？　無理です！








　生まれたときから定められた性に逆らうことはできない。優秀な遺伝子を持ち、選ばれた性のアルファ。将来を約束され、輝かしい一生を送ることができるだろう。そして、秀でた能力を持つことはない普通性のベータ。そして、生まれた瞬間から、劣性とさげすまれ生きていくことに息苦しさを抱えるオメガ。たった三種類の性で、一生が決まる。そんな分類に、生まれたときからずっとさげすまれてきた。

　誰にも頼らず、一人で生きていく。

　そう決めて家を出たはずだった。一人暮らしを始めて数年。仕事も楽しい、趣味の手芸や料理の時間もできた。そろそろニット帽を編もうかと計画だってしている。家族仲だって悪くない。優しさと厳しさを兼ね備えた両親と、目に入れても痛くない可愛い妹に恵まれた。一人暮らしを始めるまでは、他の親族からの仕打ちに嫌な思いもしたが、今は幸せと言ってもいいだろう。穏やかで代り映えのない生活がずっと続くと思っていた。

（だって、私は出来損ないのオメガだから）

　自分を卑下する言葉ならいくつだって浮かぶ。だからこそ、今自分の手を握り締める男性はいったい誰なのだろう。未だかつてない疑問を頭に浮かべながら香か澄すみは混乱のさなかに居た。

「私と結婚してほしい。君が運命の番つがいだから」

「け、結婚て。む、無理です」

　一生縁のない言葉を何度も浴びせられて、香澄は勢いよく首を横に振る。

「無理じゃないさ。私はアルファで、君はオメガ。君にこれ以上ないくらい惹かれている」

「なら、どうして……」

　どうして、の後に続く言葉を香澄は必死で飲み込んだ。

「どうして、の続きは私が答えられる」

　初対面の男性に向けるには不躾な視線を向ける。午後の西日が男性の持つトングにキラキラと反射して後光が差しているようにも見える。

　まさかパンのトングを持ったままプロポーズされるとは思わなかった。香澄は視線を右往左往させ、誰かに助けを求める。しかし、今ここには自分と話かけてきた男性しかいない。

「さあ、選んで」

　強引！　思ったことをそのまま顔と口に出すが、相手の男性はただただ穏やかな笑みを浮かべるだけだった。どこかで出会ったこともない、初対面の人からまさかプロポーズを受けるなんて思いもしなかった。





◇◇◇






　まだ夜も明けないうちから香るパンの甘い匂い。店に入る前に一度大きく深呼吸して味わうのが香澄の日課だった。香澄の職場は夫婦二人で営むベーカリーショップの販売員兼製造者だ。今日も元気に出勤だと背筋を伸ばす。

「おはようございます！」

　店舗への扉を開くと、いつもと同じように店主が迎えてくれる。

「香澄ちゃん、おはよう。いつも朝早くに悪いね」

　いいえ、と香澄は首を横に振った。時刻は午前五時。香澄の働くベーカリーショップは七時オープンであるため、朝早くから準備をする必要がある。

「涼りょう子こさんは大丈夫ですか？」

「うん。最近は調子がいい日も多いよ。昨日は夜の仕込みも手伝ってくれたし」

「そうなんですね！　よかった」

　今話しに出てきた涼子とは、店主である照てる彦ひこの妻だ。今は妊娠中でつわりの真っただ中らしい。具合も悪く、妊婦であるため早朝の仕事は特に厳しく、今は香澄がその手伝いに入っていた。

「早朝から来てくれると本当に助かるよ」

「私なんかで役に立つのなら……」

　口にしてから、しまった。と香澄は口を押える。照彦は少しだけ悲しそうな顔を見せたあと、無理して笑顔を見せてくれた。

「僕はね、もし君がベータでもアルファでも、必ず雇ったと思うよ」

　その言葉に、香澄は自分がここで働くようになった経緯を思い出した。

　息苦しい八重樫家のしがらみから逃れるように一人暮らしを始めた。楽しかったのは最初だけで、八重樫家の圧力もあり一般企業への就職は中々敵わなかった。それに加えて香澄はオメガだ。ヒートが無いとはいえ、いつ発情するか分からない。他の性と違ってここでも自分の性が足かせとなった。慣れないバイトで細々と繋ぎながら就職活動を続ける日々。家族はいつでも帰ってきてくれていいと言ってくれたが、その後ろにいる親族の嘲笑を思い出すと足踏みしてしまった。そんなとき、たまたま入ったこのベーカリーショップの求人を見つけた。数度通っていた店の味が素晴らしいことも知っていたし、辛い日々の支えの一つでもあったからだ。

「お気遣いいただいて……すみません」

　きっと香澄の劣等感を和らげようとしてくれたのだろう。少し俯いて、必要もないのに謝ってしまう。こんな自分が本当に嫌になってしまう。どうしてこんなに卑屈になってしまうのだろう。オメガ性というだけで、こんなに生きづらさを感じる。しかし、自分と同じオメガ性の涼子はとても幸せそうだ。そして、そんな妻をこの上なく愛し、慈しむ店主はまさに香澄の理想だった。

（いつか、わたしも）

　一人で生きていくと決めていたはずなのに、仲睦まじい二人を見ると、叶いもしない願いを抱いてしまう。しかし、そんな願いを打ち消すように、香澄は顔を上げた。

「香澄ちゃん……」

「さ、働きましょう。私はサンドイッチを作っていきますね」

「うん。よろしく」

　これ以上自分を卑下しないために、香澄は仕事に集中することにした。

　

　香澄の働くベーカリーショップは駅前の立地のいいところにある。オフィス街も近く、出勤前に買いに来る人、昼食時のランチに買いに来る人などと、朝から昼にかけて客足が絶えない。早々に商品が無くなってしまうため、閉店時間が十六時と早いが営業するまでの支度に時間がかかる。必然的に朝も早い。食パンをスライサーにかけて、サンドイッチサイズに切る。集中しないとパンに段差ができてしまい、食べたときの滑らかさが失われてしまう。香澄は無心になれるこの作業が好きだった。今日の日替わりサンドイッチは鎌倉産のロースハムと朝どれ卵で作ったマヨネーズ、契約農家や酪農家から仕入れたレタス、チーズ。シンプルなハムサンドだ。香澄はこのサンドイッチが一番好きだった。料理は無心になれる。昔もこうやって家族のためによく料理をした。それぐらいしか役に立つことができないと思っている香澄とは裏腹に家族は出来損ないの自分をとても大切にしてくれた。

　香澄の生家である八重樫家は由緒あるエリート家系だった。医療法人八重樫会グループのトップ。病院経営から人材育成、アルファ、ベータ、オメガ性の研究も行っている。生まれる子供のほとんどがアルファ性で、嫁いできた母もアルファであった。アルファ×アルファは珍しい組み合わせだが、両親の仲はよかった。八重樫家は表ではどの性にも平等な世界を謳い文句に、クラウドファンディング事業も行っている。

　しかし、実際は誰よりもアルファ性に優位を抱いている。香澄の妹を含め、親族もみなアルファだ。しかし、両親と妹は香澄をとても大切にしてくれた。

　香澄が今こうして元気に過ごせているのも家族のおかげと言っても過言ではない。しかし親戚達は顔を合わせるたびにこれ見よがしに香澄の存在を否定した。今まで八重樫家にオメガ性の出生はなく、母の不貞を疑われたりもしたし、ＤＮＡ検査が行われたりもした。

　それだけではなく、香澄には発情期がない。オメガは思春期になると同時に発情期がやってくる。ヒートと呼ばれるそれは、他性を惹きつけるフェロモンが分泌されるらしい。人によっては甘い蜜のような香りだったり、むせ返るような花の匂いとも例えられたりする。香澄の年齢は二十台後半。思春期などとっくに過ぎているが、未だに発情期は無い。オメガはヒートが起きることで子供を孕むことができる。つまり、オメガとしての性が未熟ということだ。八重樫家お抱えの医者に診てもらったが、原因は不明だ。アルファとして生を受けることもできず、オメガとしても未熟なこともあり、親戚から自分だけでなく家族も後ろ指を指されるようになった。幼少期から続く蔑みに耐えきれなくなった香澄は一人で暮らすことを決めた。

　綺麗に重なったサンドイッチにナイフを入れていく。均等に入れるのにもすっかり慣れた。自慢じゃないが、手先は器用だった。裁縫、編み物、料理。とにかく無心になって没頭できるものを得意としていた。

「できました。確認お願いします」

「うん。今日もきれいだね。それが終わったらオーブンの様子を見て来てくれる？」

「はい」

　一つずつ丁寧にラップし、店頭の保冷庫に並べていく。後は定番のミックスサンドを並べていけばいい。香澄は装着していた手袋を取り、オーブンに向かう。甘いバターの香りが強くなり、自然と呼吸が深くなる。今焼いているのは店自慢のクロワッサン。バターがふんだんに練り込まれていて、ぱりぱりとした触感とバターの豊かな香りがふうわり香る人気の商品だ。オーブンの前にいるだけで口の中に唾が溜まってくる。口の中で弾ける小麦粉の風味を想像すると単純なことにすぐ元気になれる。

「今日も美味しそうです」

「香澄ちゃんがそう言うなら大丈夫だね」

「ふふ、ありがとうございます」

　大きな変化もなくこのまま穏やかに一日が始まる。香澄はそう思っていた。まさかこんなことになるなんて。





◇◇◇






　オフィス街の昼は忙しい。朝もそこそこ混雑するが、昼はもっとだ。

「ハムサンド、メロンパン、野菜ジュース、三点で六百六十円です」

　最近キャッシュレス化が進み金銭のやり取りが少なくなり、大分手間も減った。以前は釣銭を渡すときにこれ見よがしに投げ出したり、逆に手を握られたりなど散々だった。キャッシュレス化万々歳だ。パンをエコバッグに詰め、ありがとうございましたと言い、バッグを手渡す。今の客が最後であったため、店に香澄一人となる。

　あらかたのパンは売れ、大盛況だったと振り返る。

（う～ん。今日も疲れたな）

　首を軽く傾げると、コキンと小気味いい音が響いた。この分だと今日も時間通り帰れそうだと香澄は軽く腕を伸ばした。オフィス街にあるおかげで、多くの一般企業と同じ日を休みとしている。土日に店を開いても、客はあまり来ないからだ。都内には多くの有名ベーカリーショップがある。自分の所が開いていても、開かなくても長い目で見ると売り上げは変わらないというのが照彦の考えだった。今日は金曜日。明日、明後日は休みだからのんびりしよう。大好きなソーイング番組を見ながら冬用のニット帽でも編もうか。そう考えていたとき、ふわりと冷たい空気が肌を撫でた。

　自動ドアが開いて客が来たのだと理解するよりも先に、どくん、と大きく心臓が跳ねる。

（っ、あ、なに、これ）

　体の奥底から何かが弾けそうな感覚に襲われる。その何かがぞわぞわと這いあがり、香澄を支配しようとする。ハッと短く息を吐いて落ち着けようとするが、心臓を中心に血液を介して全身に巡っていく。嫌な感じではない。けれども、今ここで得体のしれない何かに支配されてしまうのはよくない。そう思った香澄は、自分の体を抱きしめ、二の腕に爪を立てる。痛みを感じたことで、体を巡っていて何かが消える。やっと自我を取り戻したところで、香澄はゆっくりと振り返る。

「こんにちは。いらっしゃいま……」

　そこまで口にして、今度は視線が奪われた。初めて見る客だった。来店する客は大体決まっている。決して少なくない数だが、香澄はほぼ全員を記憶している。見たことない、で済ませられればよかったが、そうはいかない理由があった。

　来店したのは男性だった。濃紺の縦ラインのスーツを見事に着こなし、トングとトレイを持っている。それだけなら見慣れた光景だが、問題は男性の容姿のよさだった。

「こんにちは」

　心地よいバス。声の低さが鼓膜を通して頭に響く。たったそれだけなのに、声が神経を通して全身を支配する。次にやってきたのは視線。漆黒の瞳がまっすぐに香澄を捉えた。

「っ、は、」

　彼の視線で声帯を切り取られたのかもしれない。そんなバカげたことを思ってしまうほどに情けない声しかでない。香澄は男性にくぎ付けになってしまった。ゆるくまとめられた黒髪、そして形のいい目に、飾るように主張する左目の下のほくろ。少し薄めの唇は弧を描き、優しい印象を与えてくれた。

　そんな香澄を横目で流しながら男性がパンを一つ、二つ、三つ、とどんどん乗せていく。

（え？　そんなに食べるの？）

　四つ、五つ、六つ。そして、香澄の前にそのトレイを置いた。たくさん並んだパンからゆっくり視線を上げると、男性と目が合う。少し遠めで気づかなかったが、隈が酷い。ひどく疲れているように見えた。

　疲れているから行動がおかしくなってしまったのだろうかと心配してしまうほど店に残っていたパンのほとんどを買っている。トレイの上に山積みになったパンの一つ一つをレジに通して、金額を告げるが男性は動かない。

「……あの」

　出会ったときから止まらない胸の高鳴りを抱えたままやっと声を絞り出す。すると、男性はハッと我に返ったようだ。

　電子決済か、現金か。その答えを待っているが、いつまで待っても返事がない。

「あの、」

　香澄はもう一度金額と決済方法を告げる。すると、男性はじっと自分を見つめたまま、ゆっくり口を開く。

「私の、唯一」

　先ほどまで疲れが見え隠れしていた男性の顔に赤が戻る。しかし、口にした言葉は想像していたものと全く違った。

「は、」

「結婚してほしい」

　トングを持ったままの男性に手を取られる。肌が重なった瞬間分かってしまった。

（この人、アルファだ）

　繋がっている手から伝わる熱が教えてくれる。自分がなりたくてもなれなかった存在が目の前にいる。

「会いたかった。君にずっと会いたかった。やっと会いに来れたんだ」

　初対面のはずだと思う。そんな心の声は男性の興奮した様子にかき消された。

「結婚してほしい」

「む、無理です」

「無理じゃないさ。私はアルファで、君はオメガ。そして私は君にこれ以上ないくらい惹かれている」

　さらに強く手を握られて、あちこちに視線を動かすが助けてくれる人はいない。

「香澄さん」

「な、名前。どうして」

「ずっと会いたかったって言っただろう。ああ、私の運命の番……」

　最後の言葉に、香澄はびくりと体を震わせた。自分にヒートは無い。フェロモンの出ないオメガに運命の番なんているはずがない。そう言いたいのをぐっと堪えて唇を噛む。

「勘違いです。私に運命の番なんていない」

　きっぱりと自分に言い聞かせるようにそう口にすると、男性は少し驚いたように目を見開いた。

「ああ、まだなんだね。大丈夫。私を選んで」

　否定した態度にも男性は動じない。それどころかぐっと顔を近づけられて漆黒の瞳に囚われてしまった。あまりに近い距離に香澄は背中を逸らす。

（この目に囚われると、おかしくなりそう）

　先ほど痛みで取り去った何かが全身を巡ってくる。その感覚に恐怖を覚えて、香澄はぐっと唇を噛む。

「そんなに強く噛んで……ダメだよ」

　傷がつくのは許せない。そう付け加えられて、香澄は眉間にぐっと皺を寄せた。

「私の話、聞いていました……？」

「聞いていたよ」

　聞いていたならこんなことできるわけない。だめだこれは。と、香澄は早々に会話をするのを諦めてしまった。

「私を選んでほしい」

「……強引！」

「香澄さん限定だよ」

　力では敵わず、男性が唇を寄せてくる。吐息が交じり、甘い匂いが二人の間に広がる。鼻から、肺へ。全身を巡った甘い香りが香澄から冷静な思考を奪う。少しでも動けば唇が触れてしまいそうだった。このまますべてを委ねてしまいたい。そんな思いに囚われそうになった瞬間。

「「「「香澄ちゃん！」」」」

「え!!　お父さん！　お母さん！」

　照彦、涼子、そしてここにはいないはずの両親。自分の名前を呼ぶ四つの声が重なった。






③結婚の真実









「日ひ倉くら幸こう司じと申します。国立バース研究所の所長をしています」

　先ほど自分に求婚し、キスをしようとした男性が自己紹介とばかりに名刺を差し出してきた。香澄が貰うよりも先に、照彦と涼子がそれを奪った。

「それで？　うちの大切な看板娘に不埒なことをしようとした日倉さんはどう責任をとるつもりですか？」

「そうよ。ほんとに。こっちは妊娠中なんだから驚かさないでよ！」

「あ、て、店長。涼子さん」

　奪った名刺を照彦が握りつぶし、涼子がごみ箱に捨てる。見事な連係プレーに香澄は感心すら覚えてしまう。しかし、当の幸司は何のダメージもないとばかりににこにこ笑っていた。

「それはもちろん！　責任をとって結婚します」

　そして変わらず、同じことばかりを繰り返す。これには照彦も涼子も呆れて物も言えないようだ。

「香澄ちゃん、急に来てごめんなさい」

　ここでやっと幸司とともに店先に来ていた両親が口を開いた。ずっと黙っていて、何か言いにくいことでもあるのだろうと思っていたが、顔色から察するにどうやら当たっていたようだ。

　父も母も、アルファだ。いつも自信に溢れていて、明るく素敵な二人だった。互いに高め合うことを意識し、香澄にとって両親とはいえとても眩しい存在だった。そんな二人が顔色を悪くしている。幸司の求婚に対していつもの二人だったらきっぱりと否定してくれるが、今日はそれがない。

「今紹介があったように、日倉君は第二の性に関する研究所で働いている。これは世界保健機関に認められた施設の一つで、世界中から優秀な研究者が集まっているんだ」

「……はい」

　これだけの話で、幸司がいかに優秀な人かわかる。だからこそ自分に求婚してくる意味が全く分からない。言葉の続きを待つが、父も母も口を開かない。沈黙が全員を包み、どうにも居心地の悪い空間が出来上がってしまった。

「この度、私の研究結果が世界的科学誌に掲載されることになりました」

　そんな空間をぶち破ったのは幸司だった。重い雰囲気に似合わない明るい声で、誰もがあっけにとられた。

「第二の性の組み合わせにおける、優劣遺伝子の変化。というタイトルです。まあ内容はごちゃごちゃしているので省きますが、アルファ性の生まれる確率の計算です」

「アルファ性の……？」

　涼子がぽつりとつぶやく。すぐに照彦が涼子の肩をそっと抱く。二人の絆の強さを見せられた。

「そうです。フェロモンやらなんやら難しいことが関係してきますが、アルファとオメガのかけ合わせの場合、アルファ性が生まれる確率が四パーセント上昇します」

　四パーセント。それは誤差の範囲では？　と香澄は疑問に思う。しかし、その問いを予想していたように、人差し指を立てた。

「第二の性の起原は今までアルファとされてきました。しかし、昨今の研究でオメガから発生した例もあり常識が覆されつつあります。アルファ遺伝子は優秀であるがため、実は少しずつ淘汰されているんです。つまり、今は減少傾向にある。その中で数パーセントでも確率が上がるとなると……」

「幸司君、そこまでにしてくれ」

　父が絞り出したようなか細い声で静止する。香澄は今幸司が言ったことを全て正しく理解した。自分はオメガ。そして、幸司はおそらくアルファだ。そして国立の研究所とはいえ、八重樫家も大きく関係しているのだろう。つまり、自身で研究結果を試したいということなのだろう。

『結婚してほしい』

　彼にそう言われたとき、胸が高鳴った。幸司に対して何か違うと思ってしまった自分が恥ずかしい。

（恥ずかしい。一瞬でも浮かれた自分が恥ずかしい）

　研究に利用されていると知り、やはり自分には最愛の人などできないと改めて現実をつきつけられた。

「香澄ちゃん」

　母の優しい声に、顔を上げる。視界に入った二人は揃って頭を下げていた。ぎょっとした香澄は頭を上げてほしいと何度も口にした。八重樫家の一員として働きつつも常に優しく、そして厳しい両親のこんな風に縮こまった姿など見たことがない。

「本当にすまない。言い訳ばかりだが、私達もこの結婚に関しては全力で反対した」

　そうだろう。自分はオメガであるが、両親は姉妹差別することなく育ててくれた。八重樫家の一員であるにも関わらず、だ。

「この研究結果で、少しでも優秀なアルファの生まれる確率が高まるなら、と当主が飛びついた。そして、すぐに香澄がオメガの候補としてあがった」

「……でしょうね」

　現当主は父の兄だ。聡明で見目もいい父と正反対の気質を持った人物だ。単純なあの人ならすぐにでも思いつくだろう。香澄はまた頷く。

「……うん。八重樫の人達ならやりかねないよね」

「真っ先に候補に挙がったのは、香澄の従兄の利り人ひと君だ……」

　『利人』その言葉に、首筋に氷でも当てられたように全身が冷えていく。熱を奪われたように体がガタガタと震える。香澄が幼いころからオメガであることをバカにし、身体的にも精神的にも苦痛を与えてきた人物だ。名前も聞きたくない存在。今ここで幸司の求婚を断れば、名前も出したくない相手と結婚させられる。そんな悲惨な未来は想像したくない。両親がもう一度「本当に香澄には申し訳ないことをした」と頭を下げる。

「香澄さん」

　嫌いな相手と結婚するか、自分を実験対象としか見ていない相手と結婚するか。どちらかしかない。香澄に選択肢などない。そんな絶望に打ちひしがれていると、穏やかな声が聞こえてきた。

「結婚しよう。私の愛が本物だって知ってもらいたい。大丈夫です。生活は何も変わりません」

「何を……あなたは私のこと、研究対象としか見てないでしょ？」

「研究対象……？」

　わざとらしく考える素振りを見せ、理由もないはずなのに胸がずくりと疼く。

「人の心というのは、未だに解明されていないことが多い」

「はい？」

「聞いてください。ある程度の理論は確率されているが、当てはまらないことも多い。そう言う意味では、フェロモンも同じだと思いませんか？」

「何を言いたいのかよくわかりません。前置きが長いです」

　苛立ち隠せず、鋭い口調になってしまう。そんな香澄の態度にも動じない幸司は、一層笑みを深くした。

「あなたに未だにヒートが来ないことに非常に興味があります。そういう意味では研究対象というのは正しいかもしれない」

　はっきり言われたことに、驚く。しかし、「悲しい」と思うよりも先に、幸司が「けれども」と香澄の感情に切り込んでくる。

「君は私の運命の番だから。八重樫家の差し金なのは悔しいが、絶対にこのチャンスを逃したくない」

　力強い言葉だった。まっすぐに見つめてくる視線には自信が満ち溢れていた。

（うらやましい……）

　自分の考えと言葉に絶対の自信を持っている。だからこそ嘘が無いことが伝わってくる。自分にもその自信がほんの少しでもあったら。とまた無いもの強請りをしてしまう。

　羨望を乗せて見つめ返すと、今の今まで真面目な顔をしていた幸司がふにゃりと表情を崩した。見せていた穏やかな笑顔とも違う、どこか幼さを残した笑みだ。

「すみません、不謹慎だって分かっているんですけど、嬉しくて」

「嬉しい……」

「そうです。嬉しいんです。あなたの両親に頼み込みました。この研究結果が出たらきっと君が標的になると思った。けれども、君を手に入れるためにはどうしてもこの結果を発表する必要があったから」

　どうして。と唇が動く。運命の番だから？　先ほど彼が言っていたように自分にはヒートがない。一瞬の熱を感じたものの、自制心で抑えられてしまう程度だ。学生時代、一度だけオメガの子がヒートを起こす瞬間を見た。運命の番との出会いの瞬間だった。互いしか見えず、見えない絆で結ばれていく様を目の前で見せつけられた。そんな素敵な変化など、自分には起きる気配もない。やるせない思いを抱えて、香澄はぐっと唇を噛む。

　それだけではない、隣にいる照彦と涼子は会った瞬間、自分達は結ばれる運命なんだと気づいたと言っていた。どこで出会ったか、どんなデートをしてここでプロポーズして……なんておとぎ話のような甘い甘い二人。運命の番だったらこんなに切ない気持ちにならないはずだ。

　もしかしたら、自分にもいつか素敵な人が……そんな色もない淡い想いをこの人に託してもいいのだろうか。迷い、考える。父と母の方をちらりと見つめると、二人ともただただ祈るように香澄を見ていた。今まで大切にしてくれた二人だ。自分が不幸になるような相手を選ぶことはないだろう。長考する時間はない。

　ぐるぐると巡る考えを一つにまとめるのは難しい。ここで断っていつもの生活に戻れるのか。

（戻れるわけない）

　それほど八重樫家の力は強い。香澄一人ならまだしも、きっと照彦と涼子にも迷惑がかかるだろう。自分が我慢すれば……なんて綺麗な自己犠牲の心は持ち合わせていない。一人でやっとここまで来た。なんとか築いた基盤を崩す気はそうそうなかった。生活は変わらないという幸司の言葉を信じるしかできないことが悔しいが、もう結論は出ていた。

「……わかりました。結婚します」

「香澄さん！」

　幸司の喜びを含んだ声が響いた。勢いよく立ち上がり、両手を広げている。今にもテーブルの上に立ってこちらに飛び込んでしまいそうな勢いだ。

「待って！」

　そんな幸司を、すんでの所で止める。座ってくださいと促すと、しぶしぶといった様子で静かに腰を下ろした。

「お父さん、お母さん、店長、涼子さん。この人……日倉さんと二人で話させてください」

　これからのことをきちんと話しておきたかった。ヒートのない自分が妊娠できるかは不明だ。それも含め話をしないと前に進めない。もうメソメソするわけにもいかない。すると決めたなら、前を向かないといけない。

「香澄ちゃん」

「お父さん、お母さん。大丈夫」

　あの八重樫家を飛び出して、人に助けられながらも何とかここまでやってきた。まさか結婚相手まで決められるとは思わなかったというのが本音だが。きっと両親も抗ってくれたのだろう。先ほどの言葉もそうだが、顔を見ればわかる。

「わかった」

「香澄ちゃん、何かあったら大きな声を出してね！」

　香澄の決意を受け取ってくれたのか、四人がゆっくりと部屋の外に向かう。それぞれ心配そうな顔を浮かべており、それが何だかおかしかった。

　抑えきれない笑みが一つ零れる。くすくすと声を漏らすと、強い視線を感じた。

「笑った顔は変わらないね」

「……？」

　穏やかな笑みを浮かべているようだが、強い視線に身を焦がされる。見つめられているところからじりじりと燻るような熱に焼かれる。そんな錯覚を覚えてしまう。

「すみません。それで、話って？　ああ、それよりも私のことは幸司と」

「日倉さん」

　自信満々に名前を呼べと言われ、少しだけ意地を張ってしまう。初対面で名前を呼ぶのは失礼では、と思いながらもこの人と結婚するなら名前で呼ばなければと複雑な気持ちが入り混じる。

「幸司と」

「……日倉さん」

「幸司。あなたももうすぐ日倉になるのだから」

　ずい、と体を前のめりにしてきたせいか、距離が縮まる。テーブル越しなのに、全身をからめとられたような気すらしてしまう。

「わ、わかりました。わかりましたから。こ、幸司さんでよろしいですか」

　視線の拘束から逃れるように声を振り絞る。いつまでも囚われていたい。そんな風に思ってしまった自分を振り払うように。小さく息を吸って、吐いて。気持ちを整えたあと香澄は幸司ともう一度対面する。

「条件があります」

「何でも」

「まず、番契約はしたくありません」

　番契約とは、オメガが自分の番であるという証を体に刻むことだ。一般的にはヒート中にうなじを噛み、消えない痕をつける。契約が成立することで互いのフェロモンにしか反応しなくなる。互いの愛を確かめ合う行為だが、一方的な契約も決して少なくない。

「え」

　声の張りが無くなった。あからさまに落ち込んだ幸司に、決心がぐらりと揺らぐ。縋るような目で見つめられたが、香澄はこほん、と一つ咳払いをして誤魔化した。

「私たちは出会ったばかりです。そして、私には……ご存じの通りヒートがありません。だからあなたが運命の番と言っても信じることが出来ないんです」

「……はい」

　すう、はあ。と深呼吸する。心臓が沸騰したように早鐘を打つ。香澄の緊張と恐怖を感じ取っているのだろう。

「もし、私が運命の番じゃなくて……あなたに本当の運命の番がいたとき、きっと……あなたも、お相手も悲しむかもしれない」

「それは絶対ないと言っても？」

　香澄の言葉を遮るように口を挟まれた。

「私は……オメガとしても未熟です。あなたの子供を妊娠できるかもわからない。もし、契約をして何もなかったらと思うと……怖いんです」

「なるほど」

　ぴり、と空気が冷える。相槌を打った幸司が、またあの強い視線で香澄を見つめてくる。

「わかりました。それは受け入れましょう」

「ありがとうございます」

　受け入れて貰えたことにホッと胸を撫で下ろす。お礼の言葉も安堵からか声が大きくなってしまった。しかし、お願いしたいことはもう一つある。

「それと……もう一つあります」

「はい。どうぞ」

「私の存在は……秘密にして。あなたの友人にも、職場の人にも」

「それは、先ほど言っていた俺に本当の運命の番が居たときのためにということ？」

　『俺』と言った幸司に少しおののく。今までは『私』と言っていた。これがこの人の本当の姿なのかと思い、香澄は少し居心地の悪さを感じた。

「君の存在を隠せばいいんだな？」

「はい」

　念を押すように確認される。君の部分を強調したようにも聞こえたが、問題ないためゆっくり頷く。

「……仕方ない。それも飲もう。だが、交換条件がある」

「はい。何でしょう」

　結婚する相手に中々失礼な条件を飲んでもらったのだ。香澄は何でも受け入れるつもりだった。

「夫婦生活……つまり、セックスはしてもらう」

「せっ！」

「それは譲れない。香澄さんにヒートがあるなしに関わらずだ。一番奥で繋がればきっとわかることだってある」

「で、でも」

　まさかの条件に、すぐに首を縦に振ることが出来ない。視線をさ迷わせて、混乱をあらわにする。すると、テーブルに置いていた手に、温もりを重ねられた。

「結婚するんだ。君は違うかもしれないが、俺は望んで結婚する。研究対象だなんて思わせない。何度も繰り返し言うのは好ましくないが……」

　大きな手が、ゆっくり円を描くように手の甲を撫でる。

「君は、僕の運命の人だから」

　その瞬間、ぶわりと体から『何か』があふれ出た。緊張した汗とも違う、何か。一瞬だけだが、香澄の全身からあふれ出した。顔に熱が集まり、触れ合ったところから伝わってくる感触。全身が幸司をほっしている。

「っ、は……一瞬だけだが、強烈だな」

「あの……」

　自分から溢れ出たものに気づく暇なく『何か』は消えてしまった。しかし、目の前にいた幸司は何かしら感じ取るものがあったらしい。

「っ、はあ……」

　甘い溜息が幸司から零れる。それにつられて、香澄も小さく息を吐く。気恥ずかしさからか、沈黙が二人を包む。重なるだけだった手が指を絡め、いたずらに撫でられる。

「君は、出来損ないのオメガなんかじゃない。俺がそれを証明して見せる」

　ぎゅっと力強く手を握られた。嘘偽りのない透き通った声に、香澄の心が揺さぶられる。

「どうせなら、幸せな方がいいだろう？」

「それは……もちろん。うん……そうですね」

　当たり前のことを言われて、面喰ってしまう。そうだ。どうせなら幸せな方がいい。そう割り切って過ごせたら、と心に決める。自分が研究対象なのは仕方がない。でも、嘘偽りなく告げてくれた幸司のよいところを知れた。

「よし、そうと決まったらここを出よう。もう仕事は終わりだろう？」

「え、なんで知ってるんですか」

「リサーチは得意なんだ」

　パチン、と飛ばされたウインクはとても様になっていて自然と笑みを引き出された。美丈夫の動作一つ一つに視線が奪われて、あまりにも単純な自分に別の意味で笑みが零れた。

「ああ、やっぱり」

「やっぱり？」

「笑ってる方がかわいい」

　長い指が香澄の髪を掬う。さらさらと零れるそれの向こうに、『慈しむ』という言葉がぴったりな幸司がいる。

「……ありがとうございます」

「うん。幸せな結婚生活にしようね」

　その言葉に、ゆっくりと首を縦に振る。そう悪いものじゃないかもしれない。そんな風に前向きになれるような始まりだった。







④結婚生活の始まり








『では。一週間後の同じ時間にお迎えに来ます』

　最初はその日のうちに一緒に住もうと幸司が言い出した。それを必死に止めてなんとか一週間の猶予をもらった。一週間でも短いぐらいだが、それ以上は無理だと幸司が駄々をこねたのだ。文字通り本当に駄々をこねたのだ。いやいやと首を横に振って、大の大人が地団太を踏む様子に驚いて了承したあと、すぐに爽やかな笑みに戻り、演技だったと気づいた。

　してやられたと思ったときには遅く、意気揚々と連絡先を交換し、今に至っていた。

　ふと冷静になって結婚なんて、と思うこともあった。けれども八重樫家の力に逆らうような人間がこの国にいるのだろうか。政治家たちとも深い関係を結び、数多の企業のトップとも繋がりがある。

　香澄一人くらい消すことなんて、ロウソクの火を消すくらい簡単だろう。

　しかし、幸司の人生を棒に振ってまで自分と婚姻を結ぶことに意味があるのだろうかと考えてしまう。無心になって動かしている手が止まる。

　一週間は、短い。香澄の決心を覆すには難しく、かといってこの間のように開き直る訳にもいかない。複雑な思いが行きつ戻りつ、ただ同じような毎日を繰り返していた。

（どうせなら、幸せな結婚生活にしようって決めたけど……）

　大きなため息のあと、また手を動かす。今は妹の仁ひと美みに頼まれている冬用のニット帽の練習中だ。考えごとをしながら編み物をしたせいか、力加減が一定にならない。バラツキのある編み目に、またため息がこぼれてしまう。得意なはずなのに、と心の中で愚痴をこぼす。明日、久しぶりに仁美に会う予定があった。そのときにニット帽の材料を買いに行くのだが、本題はそれではないのだろう。

（色々聞かれるんだろうな）

　少しだけ憂鬱に思いながらも、香澄は久しぶりに会う妹のことを思う。快活で前向きで友達も多く、自分とは真逆の可愛い妹。アルファだからといって性差別をすることもなく、いつも自分の後ろを「お姉ちゃん」と言ってついてきていた。

　現在は最高学府と呼ばれる大学に入学し、医師を目指している。

（実習も始まって忙しいだろうに）

　無理して時間を作らなくてもいいという香澄に反して、仁美は『お姉ちゃんは私に会いたくないの？　ぴえん』と返してきた。そんな可愛いことをされたら何も言えることは無い。すぐに『了解。いつにする？』と返事をするとすぐに既読が着いた。かわいいなぁ、と口元を緩ませながら画面を見ていると、『明日！』と返ってくる。通常通りの勤務だが、夕方なら空いている。しかも、明後日は涼子の妊婦健診のため店は臨時休業だ。ゆっくりと話せることを伝えると、傷だらけのクマが万歳をしているスタンプやらぴょんぴょん跳ねたホラーテイストなウサギやらが次々と送られてくる。

　楽しそうだなあ、と思いつつ香澄はスタンプをひとつ返してスマートフォンを閉じた。真っ暗な画面に、少しだけ疲れた顔の自分が映る。なんとなく目を合わせたくなくて、テーブルの上にそれを置いた。

　ふう、と大きく息を吐いてぼんやりと天井を眺める。

（あ、荷物もまとめなきゃな）

　大学を卒業して、がむしゃらに働いてきた。時々家族と会うくらいで、八重樫家とも距離を置いていた。それが今複雑に絡み合い、また繋がろうとしている。

「結婚、かあ」

　出来損ないのオメガである自分には縁のないものだと思っていた。ヒートを起こしたオメガのフェロモンのコントロールが難しいことも知っている。今は抑制剤もあるが、副作用があったりもして完ぺきではない。ヒートのない香澄にとっては無縁の物だが、生きていくうえで必要なことは知っていた。

「もう寝ようかな」

　明日も早い。毛糸と編み棒を片付け、就寝のための支度を始める。明日は楽しいことが待っている。結局部屋の片づけから目を逸らして、現実逃避だ。約束の日まであと、五日。もそりとベッドの中に入ると、いつも頭の中をめぐる言葉がある。

『結婚してください』

　彼の声が何度も何度も蘇る。寝る前に反芻されるそれが子守歌になり香澄を眠りの世界に案内してくれる。まっすぐで嘘のない声は、悩む心の道しるべのようだ。八重樫家の事情を前面に出しているが、本当はもう少し彼のことを知りたいと思っているのが本音だ。

　こんな出会いでなければ。そう思った瞬間、瞼がゆっくりと閉じていく。

（いまごろ、何をしているのかな）

　眠りに落ちる寸前、浮かんだのは嬉しそうにはにかんだ幸司の顔だった。





◇◇◇






「お姉ちゃん！」

　秋風が少し冷たくなり始めた季節。日が落ちると寒さが際立ってきていた。そんな季節の憂鬱を吹き飛ばすような明るい声が耳に飛び込んで来た。人通りの多い駅前広場であってもすぐに誰がやってきたか分かってしまう。

「ひとちゃん」

「久しぶり！　話したいことがたくさんあるの。でもまずは、私のニット帽の毛糸を選びに行こう？　夕飯は何が食べたい？　ここらへんにインドカレーの美味しいお店があるんだけどそこはどう？　私アプリのポイント貯めておいたからごちそうしちゃうよ！」

　飛びつく勢いだった仁美を受け止めると、香澄が口を挟む暇なくぺらぺらと話し出す。変わってないな、と微笑ましく思うがこのまま放っておくとここから動けなくなってしまう。香澄は仁美の話に相槌を打ちつつも、タイミングを見計らう。長い話がいったん切れた瞬間を狙って香澄はそっと仁美に微笑みかける。

「元気そうだね。ご飯はそこでいいね。まずは毛糸を選びに行かないと。寒いから早く行こう」

「お姉ちゃんっ……元気だよ！　実習がすごくしんどいけど、楽しいよ。狙ったところに就職できるか分からないけど、」

　とても嬉しそうに目をキラキラさせて、仁美が腕を絡ませてくる。ここに留まってはいけないと香澄は一歩踏み出す。着いてくるように仁美が歩き出したのを確認して、ゆっくりと歩みを進める。その間もお喋りは止まらず、久しぶりの姉妹水入らずの時間を楽しんだ。

「お姉ちゃんが作ってくれたニット帽とかセーター、毎年評判なんだ。お金出しても頼みたいって言う人もいるんだけど……やっぱり今年もダメ？」

　毎年のことだが、こうして仁美は香澄の作ったものを過大評価してくる。売り物になるようなものでは無いと毎年同じように返していたが、今年も懲りずにお願い。と目をうるうるさせてきた。

「お姉ちゃんも仕事があるし、それに人に売れるものでもないから」

「そんなことないのにな……」

　ぶつぶつと呟く仁美の腕を引く。過分な評価にむずがゆい思いを抱えてしまう。自分の作った物に自信を持っているが、売れる作品かと言われてしまうと難しいところだ。こうして年に数度家族と自分のために何かを作るのが身の丈に合っている。

　駅近くの手芸店に入り、毛糸コーナーに向かう。都内でも有数の品ぞろえで、ここに来れば何でも揃うと言われている。

「えーとね。ボンボンの大きなニット帽なんだ。写真、あるから見て！」

　毛糸コーナーの前でスマートフォンの画面をのぞき込む。本当に大きなボンボンがついていて、とてもかわいらしい。快活な仁美に似合いそうな雰囲気だった。

「色は？　お姉ちゃんはベージュをベースにライトブラウンがミックスされたのがいいと思うんだ。差し色に少しゴールドが入ってるとよりかわいいかも」

　思い浮かべた色を説明すると、すぐに「じゃ、それで！」と返ってくる。すがすがしいくらいの即断即決だ。

「じゃあ、毛糸選んでいくよ」

「いつも通り、材料費はちゃんと出すからね」

「ううん。実習を頑張ってる妹にプレゼント」

　イメージ通りの毛糸を手に取って、香澄はすぐにレジに向かう。スマートフォンを出そうとした仁美の手を押さえて、自分の物を取り出す。

「え！　ダメ」

「いいの。このくらいさせて。ね？　それに、私が居なくなったから、前より余計に八重樫家主催のパーティーやなんやらに呼ばれたりしてるんでしょう？」

「そんなのは全然平気だよ。私は何を言われたってガツンと言い返しちゃうんだから」

　ぶんぶんと拳を振り回す物騒な妹を少しだけ窘めつつも、やり返している仁美の姿を想像して口元が緩んでしまう。仁美は弁が立つため、相手が歯噛みしている様子が簡単に想像できる。

「ふふ、あんまり言いすぎちゃだめだよ」

「分かってるって。ちゃんと加減してる」

　そこからどんな風に言い返したか高らかと語り始めるから、香澄は今だとばかりに会計に進む。そしてすぐにタッチ決済を終えてしまえばもうどうしようもない。

「あ！」

「はい、次はご飯ね。ポイントが貯まってるからごちそうしてくれるんでしょ？」

「も～！　それは絶対私が払うんだからね」

「はいはい。さ、案内して」

　買った毛糸をバッグにしまう。出来上がったときの仁美の笑顔を想像すると、早く編みたくて仕方がない。そんなはやる気持ちを押さえて、先行く仁美の後を追う。楽しい時間はもう少し続きそうだった。





◇◇◇






「それで、お姉ちゃん。結婚のことなんだけど」

「あ、ああ……」

　バターチキンカレーと、マトンカレーのナンセット。セットのドリンクはラッシーを頼んだ。目の前に置かれたカレーの複雑なスパイスと少し酸味のある香りを楽しんでいたところで本題を切り出された。

「食べながら話そう？」

「う、うん。あのね」

「冷めちゃうよ」

　珍しく仁美が静かだ。後ろめたいことは無いはずなのに、背中にひやりと一筋の汗が流れた。きっと全てを知っているだろうが、仁美の一挙一動を見守るしかなかった。何を言われても言い返せる力を持った仁美は、八重樫家当主一家を毛嫌いしている。

「私は……ほんとはすごく嫌だけど、あの人となら結婚してもいいって思う」

　言いなりになっちゃダメ！　なんて言葉が飛んでくると思っていたが、予想外のことが起きた。

「……へ？」

「すごく嫌だよ。お姉ちゃんがお嫁に行くの。寂しいもん。でも……日倉さん、すごくいい人だったよ。お父さんお母さんにも頭を下げてお願いしてた。すごく……誠実そうに見えた」

「ひとちゃん……」

　怪獣のように激しい妹がこんな風に人を褒めることは珍しい。驚きつつも、語られる事実に耳を傾ける。

「日倉さんが導き出した研究は本当にすごいよ。サンプル数もそうだけど、読んだら『そうなんだ』って納得するしかない。すごく優秀な人だけど……お姉ちゃんのことになると本当にまっすぐな人だと思う。たった一人のために……あそこまでできるなんてすごい」

「……そうなんだ」

　香澄の知らない所で、幸司が奔走してくれた事実を知って、心の中にぽっと明かりが灯る。

「多分、アルファの中でも本当に優秀な人なんだと思う。私もアルファだけど、次元が違う。チープな言葉だけど、アルファの中のアルファっていうのかな。だからこそ、運命の番だと認定した人を手に入れるためにはとことん突き詰めるんだと思う。多分、相当色々な事我慢してきたんだよ」

　運命の番。その言葉に、ナンをちぎっていた手が止まる。ずっと誰にも相談できず、心の中で燻っていた悩みが、情けなくも妹の前でぽろりとこぼれ出る。

「私、オメガの象徴でもあるヒートが無いのに、運命の番だなんて言えるのかな。もしかしたら私が珍しい存在だから研究対象みたいなものなんかなって」

　香澄のボヤキに対して、仁美がきゅっと目を眇めた。

（あ、怒っちゃった）

　仁美が纏う空気ががらりと変わる。ピリピリと苛立っている感情が香澄の肌を刺激する。

　こういうときに、自分がオメガだと実感してしまう。支配性であるアルファにどうしても恐れおののいてしまう。

「研究対象？　あの人が言ったの？」

「……ううん。でも、そうなのかなって。要は私がアルファの子を産めるかどうかってことでしょ」

　半分自虐的に口した言葉だが、仁美の怒りを更に増長してしまったようだ。何か言いたげに口をむぐむぐさせており、怒られるかも？　と香澄は体を縮こませる。

「……そんなあっちが悪いに決まってるのに。お姉ちゃんにこんなこと言わせるなんて」

　ぶつぶつと怨念を呟く妹をどうしたものかと見つめていると、ぱちりと視線があった。

「う～ん……お姉ちゃん、あの人を前にしてどきどきしたりする？」

「ま、あ、そりゃ、ね。あんな素敵な人に結婚してなんて言われたら」

「助言するのはすごくヤダけど……ならいいんじゃないの？　お姉ちゃん今まで男の人にそんな気持ち持ったことないじゃん。利人のせいで」

「あ……」

　今名前が出てきた利人は、香澄たちの従兄にあたる。ことあるごとに香澄や仁美を目の敵にし、何かにつけて意地悪をされた。子供の頃は髪の毛を引っ張られたり、パーティーで飲んでいたジュースに虫のおもちゃを入れられたりした。同年代の男ということもあり、同じように成長していく利人が側にいたせいか男性に対してあまりいい思い出がない。

「だから、どきどきするなら大丈夫だと思う。あとね、私が最近授業で勉強したんだけど」

「うん？」

「本当に好きだって、愛しているっていう気持ちがトリガーとなって、オメガ性に目覚める人もごく少数いるみたいだよ。だからお姉ちゃんもきっとそうなのかもしれない」

「……」

　そんな都合のいいこと。と香澄は心の中で呟く。香澄の知るオメガの生態はそんなロマンチックなものではない。もっと醜くて、どろどろとしたもの。話半分に聞き流していると、仁美がそっと香澄の手を取った。

「何かあっても私が必ず力になるから。もちろん、お父さんもお母さんも同じだよ」

　きゅっと握られた手のひらから伝わる熱は優しさに溢れていた。大切な家族の存在に守られていることを知った香澄は、自然と口元が緩んだ。

「ありがとう。そのときは、よろしくね」

「まかせて！」

　そこからはもう一切暗い雰囲気はなく、楽しい姉妹の時間はあっという間に過ぎてしまった。






⑤ラブラブ結婚生活








　約束の一週間。

　幸司は香澄の終業時間ぴったりに店の入り口をくぐってきた。涼子と照彦が威嚇するが、幸司は爽やかな笑顔でそれをいなした。

「もう楽しみで楽しみで……毎日二十二時には寝ていたよ！　だから今日のコンディションはばっちり！」

「……はあ」

　あまりの勢いのよさと笑顔の圧に何のコンディション？　と聞く暇もなく、店から少し離れた有料パーキングまで引きずられるように連れていかれた。形ばかりの抵抗は示したが、それでも繋がれた手から伝わってくる熱は今までに知らなかったもので、どうにも離しがたい。

（運命の番……）

　自分にもいるかもしれない。そんな風に思ったこともあった。もし、出会ったら燃えるような恋情に身を投げ出すのだろうか。まるでおとぎ話のように甘く夢見たことは一度や二度ではない。

（運命の番……）

　もう一度心の中で呟く。目の前の男性はとても素敵な人だと思う。社会的に地位もあり、世界にも認められた人で、過分すぎるほどだ。しかし、その人が運命の番だと言われても、香澄のフェロモンも、心も何一つ変化がない。とくとくと少し早い鼓動は、初めてと言っていい異性との触れ合いのせいだと言い訳できる程度のものでもあった。

（どうせなら幸せな結婚生活にしたいって思うけど……）

　先日啖呵を切った……と言えるようなものでもないが、香澄はすでに自信を無くしかけていた。仁美にも大丈夫だと言われたが、生まれてからずっとさげすまれて生きてきた自分には少々難しい。

「はい、乗って」

　そんな風に考え事をしていたせいか、あっという間に車の中に押し込まれる。助手席に座ってしまうと条件反射のようにシートベルトを締めてしまう。

「え、あの、どこへ」

　隣に座って幸司に不安を隠せずそう尋ねると、軽い口調で「うち」と帰ってきた。

「うち？」

「そう。俺と香澄さんの家」

　もう準備してある。と幸司は軽い口調を変えず続ける。

「準備？　何の……」

　何だか聞いてはいけないことのような気がしたが、一度出てしまった言葉は戻らない。にこっと眩しい笑みのあとに幸司は弾んだ声で答えてくれた。

「俺と、香澄さんの新居」

「しんきょ！」

　しんきょ。しんきょ。新居……？　頭の中で言葉を何度も反芻する。やっと理解したころには、もう車は動き出していた。そうか。結婚すると言うことは一緒に住むということだ。香澄は今更そんな事実に気づく。

「じゅじゅ、準備って、新居って」

「先日言ったと思うが、俺はずっと君とこうなることを待ち望んでいた。君が知らないときからずっとだ」

「……運命の番、だからですか？」

「君はずいぶんそこにこだわるな」

　今まで穏やかだったはずの空気に少しだけ緊張が交じる。だって、あなたが言ったんじゃない。わざと聞こえるように、香澄は意地悪く呟く。

「そうだね。確かに、そこに俺自身もこだわっているが……こう考えられない？」

「どんな風にですか……？」

「俺はずっと君に片思いしていて、結婚することになった。まあ、恋人の過程を飛ばしてしまったが、結果は一緒だから」

「私に、片思い」

　隣で相槌の声が聞こえたが、香澄の耳には届かなかった。

　片思い。幸司は自分に思いを寄せている。八重樫家の一員としても、オメガ性としても出来損ないの自分を。こんなに素敵な人が自分に片思い？　まさか。と疑う気持ちだけがわんさか湧いてくる。じいっと相手を値踏みするように見つめていると、くつくつと笑う声が聞こえてきた。

「リサーチは得意だって言ったと思うけど、俺は君が思っている以上に君のことを知っているよ」

「……」

　香澄の記憶の中に、幸司はいない。もしかしたら八重樫家主催のパーティーなどに出席していたのかもしれないが、そのあたりの記憶はあやふやなのが現実だ。

（表ではオメガもアルファも平等だ、なんて言ってるから見せしめのように連れていかれたからね……）

　いい思い出が一つもないため、記憶もあやふやだ。ただ、一つ上の従兄に嫌がらせのようなことをされていたことだけは覚えている。

　そんな過去の記憶を掘り起こしていると、右手をぎゅっと握られた。

「あ、」

　何もかも初めてで、知ったばかりの熱が、過去のしがらみから掬い上げてくれる。指を一本一本からめとられて、あっという間に頭も心の中も幸司でいっぱいになってしまう。

「何度も言うのはあまり好きじゃないが、俺は君とこうして結婚するためだけに研究を続けていた」

「バース性についてですよね」

「ああ。オメガは劣性なんて言われているがおかしなことだ。植え付けられた選民思想の牙城を崩すのは大変だったが、平等だとさわぐ見栄っ張りな八重樫家のやつらに助けられたな」

「見栄っ張り……」

「そう。裏表が激しくて、体裁を整えるだけが仕事の忙しい奴らだ。ああ、君の両親と妹さんは違うけどね」

「っ、ふ、ふふ」

　胸のすく思いだった。こんな風に八重樫家のことをぼろくそに言う人は初めてだった。笑いがこらえ切れず、ふ、ふ、と息が漏れてしまう。口がむずむずして、もう抑えていられない。

「あはっ、ダメだ……笑っちゃう。ふふ、見栄っ張りの業突く張り。お金と名誉が大好きで、意地悪ばっかりしてくる八重樫家ですね」

「そうそう。ただ少し物足りないな……ああ、まれにみる太鼓持ちも入れておこう」

　散々な言い様に、香澄の笑いは限界を突破した。家族の前でも聞かせたことのない大きな声で、けらけらと……それはもう子供のように笑ってしまった。

　一度決壊したせいか、中々止まらない。幸司が畳みかけるように、ゴマすりでっぷり男、いつか伸びた鼻をへし折ってやるなんて横で言うものだから、幸司の声が聞こえるだけで笑ってしまうほどになってしまった。

「も、もう、限界。だめ、幸司さん、もうやめて」

　息も絶え絶えにそう請えば、「なんだ。これから伝説のエレベーター重量オーバー話があるのに……」と心底残念そうな声が聞こえた。すごく興味を引かれるが、今話を続けられたら明日は筋肉痛になってしまうだろう。香澄はゆっくり息を吸って吐く。浮かんだ涙をぬぐって、やっと気持ちを整えられた。

「ああ、もう笑わせないでください」

　八重樫家の人間は周りから称賛されることがほとんどで、こんな風に悪態をつく人は両親と妹以外では初めてだ。それがとてもおかしくて、香澄の心を覆っていた霧が少しだけ晴れたような気がする。

「いや、あんな奴ら笑い飛ばしたって足りないくらいだ」

「……」

　先ほどまでのふざけた口調とは違う。少し怒りをにじませたような物言いに、香澄は少しだけ心配になってしまう。

「……大変なこと、いっぱいあったんですね」

「大変ね……そうだな。俺は君が思っている以上に汚いこともやってきたよ。研究一本でやっていけるほど甘い世界ではない」

「でしょうね……あそこの家は異質です」

　今の幸司の言葉で、香澄は色々と察した。幸司の苦労を思うと、胸の奥がぎゅうっと締め付けられるような気持ちになる。

　声や言葉に自信があり、それが態度にも出ている。散々親類たちの汚い嘘や体裁を繕う姿を見てきたため、こんなにまっすぐな人は初めて出会った。そんな人ですら、辛酸をなめるような思いをさせられているのだ。

（この気持ちは、何なんだろう）

　悲しいような、苦しいような。甘やかしたいような、慰めたいような。家族にも抱いたことのない複雑な気持ち。そんな気持ちが神経を刺激するのか、全身がむずむずとかゆくなってくる。特に、皮膚の薄い部分がうずく。二の腕、腹、そして内もも。おかしな感覚から逃れるように、そっと足を擦り合わせる。決して褒められたことではないと分かっていたが、この不思議な思いをどうしたらいいのか香澄には分からない。

「少しずつ、目覚めているようだな」

　何に？　と問うよりも先に、長く、太い指が香澄の目尻を撫でていく。笑いすぎて残っていた涙を掬っていくと、そのまま頬を撫でられた。自分や家族のとは違う男性の手にどきりと胸が高鳴った。薄い皮膚の上を滑る熱に、複雑に絡まった感情が少しずつ解れていく。

　香澄は無意識のうちに、その手に自分の手を重ねていた。離れていきそうなことを察知してしまったからだ。

「！　あ、やだ、すみま、せん」

「いや、いい。このままで」

　先ほどまでの饒舌な様子とは打って変わって短い言葉だった。所々信号で車が止まると、手のひらだけではなく、甲の方でも肌を撫でられた。骨がごつごつとしており、また違った刺激を香澄に与えた。

「もうすぐ着くから」

「は、い」

　吐息交じりの声に、自分で驚いてしまう。しかし、本能なかどうか分からないが、繋がった熱をどうしても逃したくなかった。

　ゆっくり進む車がもどかしい。そんな風に思ってしまうほどに。

　

　

　

　多分、大きなマンションだったと思う。『多分』なのは、よく見る余裕が無かったからだ。地下駐車場に止まった車から降りるとき、どうしてか足に力が入らなかった。情けないことに幸司の手を借りて、ふらふらと隣を歩くしかできない。自分が今どこに向かっているのかも分からない。

「なん、で」

「香澄さんの性が目覚めてきているのかもしれないね」

「私の、性」

　どうにもふわふわした気持ちのまま足だけが前に進んでいく。今まで全く無反応だったにも関わらず、どうしてという思いが溢れ出る。しかし、自分の体がいつもと違う事だけは理解できた。

「俺と会ったことで、少しずつ開花していきますから。ゆっくりでいい。でも抗わないで」

「ふ、あ」

　くん、と手を引かれて体が密着する。息を吹きかけられるように耳元で囁かれて、全身の力が抜けそうになる。

「いい香りだ」

「っ、」

　その言葉に、全身がかっと熱くなる。まさか、フェロモン？　と疑問が浮かぶが自分には分からない。

「焼き立てのパンの香りがする。健やかで優しい香りだ」

「パ、ン？」

　フェロモンではないのかと顔に浮かべて幸司を見上げると、目を優し気に細めて柔らかい視線を自分に向けていた。

「いつも研究所の湿っぽい場所と、人工的な香水、そして不健康な呼吸の匂いばかりだったからとても落ち着く……」

　香澄さん、と名前をすぐそばで呼ばれる。フェロモンではないことに少しがっかりしながらも、香澄の存在を愛おしいと表した言葉に、また少し心の霧が晴れていく。

「いきなりこんな結果になったことは謝罪する。どうか、俺の妻に……」

　そんな囁きを全身に浴びる。それと同時に、背後からかちゃりと開錠するような音が聞こえてくる。

「ようこそ、俺たちの愛の巣へ。今日から君が帰る家だ」

　背中を預けていたのがドアだと気づいたのは、薄暗い部屋の中に体が傾いていったときだった。後ろに一歩、二歩、と下がった瞬間、甘い香りが香澄の鼻をくすぐった。

「この一週間がとても長かった。やっと、手に入れた。香澄さん、君だけが俺の愛すべき人」

　愛の告白と共に、幸司の顔が近づいてくる。それはまるでスローモーションの映画のようだった。香りと、強い視線。そして幸司の息遣い。吐息が重なり、甘い香りが一層強くなった瞬間、唇にしっとりとした熱を感じる。

「あ……」

　初めてのキス。優しい熱が、何度も香澄の唇かすめていく。幸司が近くにいると、優しい香りが鼻をくすぐる。雲一つない青々とした空や、暖かい日差しが降り注ぐ草木の生い茂る高原。香澄の全てを解放してくれる、リラックスのできる香りだった。抱きしめられて、肌と唇の粘膜が触れ合うたびにその香りがぐっと強くなる。あまりに強くて、頭がくらくらとめまいを起こしそうなほどだ。

「初めて、です」

「ん？　キスが？」

「はい……こうやって誰かを抱きしめられるのも、あなたがはじめて」

　ふわふわする頭でそう口にすると、幸司が満面の笑みを目の前で浮かべた。

「うん。そうだろうね」

　ちゅ、と小さなリップ音と共に口づけが落とされる。

「こうして君が目の前にいるなんて、夢のようだ」

　漆黒の瞳がまっすぐ香澄に向けられる。まっすぐに向けられる熱がダイレクトに香澄に注がれる。幸司の言葉と態度に、絆されている。いわゆるちょろい女と言われるかもしれない。けれども、こんなにもまっすぐな愛情を振り払う力など香澄にはない。いつも八重樫家のお荷物として扱われ、祖母には「オメガとしても出来損ない」と罵られ、叔父叔母には「ごくつぶし」とさげすまれ、従兄に至っては「お前がオメガなら、アルファの言うことを聞くのが筋だろう」と口にするにもおぞましい目にあったこともある。人の汚い部分をたくさん見てきたからこそ、嘘がないと分かる。

「……あなたのこと、もう少し知りたいって思うの」

「……例えば？」

　お喋りをしながら、キスを続ける。唇に軽く歯を立てられる。他愛のないコミュニケーションだが、幸司の焦れが伝わってくる。やんちゃな部分を知って、自然と目元が緩んだ。

「俺は、」

　唇の内側をべろりと舐られる。

「色々知っているよ。八重樫香澄。二十七歳、国立文京女子大学栄養教育学科卒業。趣味は細かい作業をすること。料理、裁縫、編み物。男性経験はなし」

　つらつらと並べられる個人情報。キスの快楽に身を委ねながら、「リサーチが得意って言っていたのは本当だったんだ」とぼんやりと思う。

「経歴や趣味を知っていても、」

「んっ……」

　指が頬を滑る。

「こうして触れ合うことには敵わないと思わない？」

「……そう、かな」

「そうとも」

　妙に説得力がある。実際香澄も熱を通して知ったこともある。しかし、少し腑に落ちず、首を横に振る。

「あなたの口からあなたのこと、知りたいから。後で教えてね。私は経歴や趣味も分からない……」

　それに。と香澄は口ごもる。この言葉を口にするのは恥ずかしい。そう思うとどうしてももたついてしまう。

「何？」

　そんな唇を幸司がぱくりと食べてしまう。絡まる舌から逃げようとすると執拗に追いかけられた。

「っ、もう」

　怒ったふりをしていると、今度は膨れ上がった頬をぱくりと食べられてしまった。軽く甘噛みされてしまい、草食動物にでもなったような気分だった。

「ほら、続きは？　言わないと食べちゃうよ」

「んぁ……」

　大きくて厚い舌が、べろりと頬を舐める。ぞくぞくと全身が粟立ち、本当に食べられているような気がする。舐めて、甘噛みされて続きを促される。何か口にしようとすれば、唇が合わさる。

「んっ」

　頬を食まれたときのように、舌も甘噛みされる。器用な舌はそれだけでは足りないのか、香澄の口内を自由自在に動き回る。口蓋、歯列。そして最後には香澄の舌を甘く食んでいく。香澄が小説や漫画から教えてもらったキスとは全く違う、大人のキスだった。口の中をかき回されて、何をすればよかったんだろうと意識がぼんやりしてくる。ただでさえ、心地よい香りに包まれてされるがままなのに。と、頭の片隅で思う。

　呼吸すらままならず、自分に言わせる気が無いのだと気づいたのはそんなやりとりを数回繰り返した後だった。

「も、う！」

「はははっ。どうしたの？　怒った顔も素敵だよ」

　言わせてもらえないもどかしさを声に乗せるが、幸司には悪びれた様子すらない。翻弄されたことに唇を尖らせると、小鳥がついばむようなキスが落ちてきた。

「ごめん。照れている君がかわいくて。何を言おうとしたの？」

「今、聞きます？」

　散々焦らされて今更口にするのも恥ずかしい。そう伝えると、幸司は「不満だ」と言わんばかりに口をへの字に曲げた。

「そう言われるとますます聞きたい」

「遮ったのは誰ですか」

　つん、とそっぽを向く。散々翻弄して。とぶつぶつと軽い恨み言を呟いていると、少し焦った声で名前を呼ばれた。

「香澄さん」

「なんですか」

「ごめん。拗ねないで」

　先ほどまで自信満々に、そしてとても楽しそうに香澄をからかっていた男性とは別人のようにおろおろしている。あまりの変わりように、香澄は目を丸くする。散々振り回されたが、香澄の態度でこんなにもたじたじになるとは。香澄はほんの少しだけ溜飲が下がる気持ちだった。

「拗ねてませんよ」

　意地悪は終わりにしよう。これでおあいこだと香澄は幸司の頬を撫でた。今度は幸司が目を丸くする。そして、ふにゃりと目尻を下げて笑った。たったそれだけだったが、香澄は目を奪われた。そして、生まれて初めての感情が心の奥底から湧いて出てきた。

（私だけの……）

　安堵したように優しく笑う幸司を香澄は誰にも見せたくないと思ってしまった。頬を両手で押さえて、そっと唇を寄せる。キスとも言えない、拙い唇の押し付け。けれども幸司は避けることも手を加えることもなく受け入れてくれる。

（今だけは、私だけのものだから）

　自分は出来損ないのオメガだが、誰かを好きになることはできるようだ。この笑顔を見れば、優しくなれる。手のひらから伝わる熱に、前に進む勇気をもらえる。誰にも見せたくない独占欲を隠すように、香澄はそっと口を開いた。

「妻に……例え、仮初でも、あなたの妻になるんですから」

「……かりそめ、ね」

　穏やかに細められていた瞳に、すっと鋭さが走る。視線の力強さにおののきながらも、彼の目を見つめ返す。

「では、先に俺の条件を満たしてもらいます」

「……」

　条件とは、きっと契りのことだろう。過剰に出てきた唾液をごくりと飲み込み、小さく頷く。

「きっと俺も、君も溺れていくよ」

　両方の手首を掴まれる。頬から離れた手は、すぐに熱を失った。自分からも触れたい。そして、触れてほしい。これは、自分がオメガだからなのだろうか。けれども自分にはヒートがない。そんな答えの出ない自問自答を繰り返していくうちに、体がふわりと浮いた。

「こ、幸司さん」

「大丈夫、寝室に行くだけだから。照明は君の好きな北欧風にしたし、色も君が好きなオレンジだ。寝具や壁紙まで同じだと落ち着かないと思ってベッドフレームはダークブラウンにしているが……」

　本当にリサーチが得意なんだな。と明後日の方向に考えてしまう。今幸司が口にしたものは、香澄が憧れていたインテリアだ。しかし、ふと気づく。全て自分に合わせているのだろうかと。

「……幸司さんは？」

　ふわ、ふわ、と体が上下する。太ももと、背中にしっかりと腕が回され抱えあげられている。顔が自然と近くなる。香澄の好みを知り尽くしているようだが、自分は何も知らない。寝室までの道のりで一つでも多く彼のことを知っておきたい。そんな気持ちで声をかける。

　幸司が廊下を歩いていくと淡い照明がぽつ、ぽつと着いていく。明るすぎないそれが、寝室までの道のりを案内してくれているようだ

「俺？」

「好きな、色とか、インテリアとか……」

「……あまり、考えたことがなかったな……そうだな」

　漆黒の瞳がじっと香澄を見つめてくる。

「陶器の様な乳白色の肌……虹彩が浮かんで見えるようなライトブラウン。香澄さんが纏う色が好きだな」

「は、へ」

「俺はあまり好きなものと言われても答えられないようなつまらない男かもしれない。だって、君以外好きだと思ったことがないから」

　蝶番が擦れる音が響くほど、静かな空間だった。それに加えて熱烈な告白に、香澄自身も息をするのを忘れてしまっていた。

「ああ、やっと君を抱ける。念願だ」

　自分の好みに合わせてくれたという寝室に気を配る暇もないほど、目の前の漆黒の瞳に囚われてしまった。
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　もう少し素敵な服を着て来ればよかった。そう後悔したのはベッドの上に横になったときだった。幸司は秋の装いという雰囲気がぴったりの服を着ていた。色味の深い、テーラードジャケットを無造作に脱ぎ捨てた。現れたのは澄み切った空の差し色として使われそうな落ち葉のようなブラウンのニットと、スタイルがよくなければ着こなせないテーパードパンツ。反対に自分は、どこにでも売っていそうなグレイのハイネックニットとデニムパンツ。あまりにも差がありすぎて、ふわふわした気持ちがすうっと冷めていく。いや、釣り合わないことを改めて理解して怖くなってしまったのだ。

「……どうしたの？　怖くなった？」

　暖かい唇が目尻に落ちてくる。頬、鼻先と順番にたどる唇を受け止めながら、香澄は考えてしまう。どうにも不思議なことがあるのだ。幸司は、香澄の気持ちに敏感だ。怨念渦巻く八重樫家の中で生きてきたせいか、感情を隠すのが上手くなった。泣けば笑われ、笑えば蔑まれ……黙って表情を落とすことが一番絡まれずに済んだためだ。今だって恥ずかしい自分を隠すようにしていたのに、幸司は敏感に感じ取ってしまっている。

「……幸司さんはどうして私の気持ちが分かるんですか？」

「どうしてだと思う？」

「……質問で返すなんてずるい」

　あ、今の言い方可愛くなかった。真っ先にそう思ってしまった。今まで一度も男性の目を気にしたことなんてなかったのに。幸司の前では知らない自分がどんどん出てきてしまう。

「……見落としたくないんだよ」

「見落とす？」

「俺の唯一の後悔。香澄が困っていたら助けてあげたい」

　そっと触れるようなキスが降ってきた。ささやかなキスを合図に、得体のしれない何かが体の中を駆け巡る。

「もう、二度と君の悲しい背中を見送りたくないから」

　覚悟して。

　強い決意を込めた声と視線は一瞬で香澄を虜にした。悲しい背中とは？　見送る？　分からないことがたくさんある。けれども、強い決意の裏に隠された悲しさに触れてしまった。

　そっと腕を伸ばすと幸司の頬に届いた。

　私も、あなたの悲しさを見落としたくないの。そんな風に伝えたかった。けれども、本当の夫婦になれない自分にそんなことを言う資格はあるのだろうか。香澄は口をきゅうっと閉じて、そっと自分の方に抱き寄せるしかできない。

「香澄さん」

「ごめんなさい」

　頼りなくて、何もできなくてごめんなさい。あなたは私のためにいろいろしてくれているのに。心の中でだけたくさん謝る。

「君がいればいい」

　首筋でそんな囁き声が聞こえる。

「綺麗な服も、きらびやかなアクセサリーもいらないよ。君がいればいいんだ」

　幸司が顔を上げて、香澄をじっと見つめる。

　ずっとほしかった言葉なのかもしれない。家族以外でこんな風に求めてくれる人はいただろうか。

「……ありがとうございます」

　嬉しい。もっと言って。私をほしがって。人間は欲張りで、そんな気持ちがどんどん湧いて出てくる。しかし、それでは八重樫家の人間と何も変わらない。謙虚なふりをしてお礼だけ口にする。

「うん。今はそれでいいよ」

　長い指が香澄の唇を撫でる。

「いつか、もっとほしいって言わせてみる」

「っ、は……」

　幸司の言葉に支配される。長い指が香澄の頬を撫で、ゆっくりと首を撫でていく。薄い皮膚の感触を確かめるように時々軽く押される。

「ん、……」

　たったそれだけだが、香澄の体に熱がこもる。幸司が触れたところからじわじわと熱が這いあがり、全身を支配していく。

「香澄さん……」

　甘い声が耳に流し込まれる。同時に耳たぶをなぞるように舐められた。

「ひっ」

　冷たい耳に熱い舌。まるでやけどしそうなほどだ。リップ音が間近に聞こえて、全身にキスされているような感覚に襲われる。

　香澄さん。と名前を呼ばれる。それ一つでとろとろに溶けてしまいそうだ。

「は、う」

　返事をしたつもりだったが、かすかな音にしかならなかった。すっかり幸司に浮かされてしまっている。

「少し口を開けて。そう、上手だよ」

　何が来るかどきどきしながら待つ。言われた通り口を開くと、ぬるりと何かが入り込んできた。

「っ！」

　舌だ。そう気づいたが、すぐに心地よさが勝った。恥ずかしさは少しもない。どうして？　と、冷静な自分が自分に問いかける。自分はオメガだからアルファに命令されると従ってしまう？　でも、私はヒートのないオメガだからきっと違う。じゃあ、アルファの支配性に囚われてしまった？　それは絶対に違う。幸司は何一つとして強引に進めようとしていない。

　じゃあ、なぜ。そんな風に問いかけていくうちに、口内に舌が這う快楽に完全に支配された。

「次は俺のに絡めて」

　吐息を重ねながら次のステップを教えてくれる。疑うことをせず香澄は言われるがまま素直に従った。

「今度は少し舌を出して」

　少しずつステップアップするように、段々と大胆になってくる。出した舌先を噛まれると、びりびりとした刺激が全身を巡った。痛くない。気持ちいいのだと気づいたときにはもっと距離を詰めるように幸司の体に腕を回していた。

「次は香澄さんからして」

　指示される際、少しだけ唇が離れていく。出会ったばかりの二人がここまで深くつながることに疑問がないわけではない。

「君は、俺の妻だ」

「ふ、あ」

　そうだ。自分は彼の妻になるんだ。そんな免罪符が香澄のキスに大胆さを生む。

「上手」

　キスを褒められればうれしい。頭を撫でられれば心地よさにとろりと蕩けそうだ。うっとりと目を細めると、ニットの裾から大きな手が侵入してきた。自分の体も熱くなっている自覚はあったが、幸司の手も驚くほど熱を持っていた。

　腹、背中を撫でていた手が、硬い布に覆われたふくらみにたどり着く。

「あ……」

　そのままゆっくりと服を脱がされる。万歳をする形になり、それだけは少し恥ずかしかった。

「……綺麗だ」

　日に当たらない皮膚は他の部分より白い。幸司の手と比べると色の違いが明確に分かり、隠された場所だと改めて理解した。

「やっぱりこの色が俺の好きな色だ」

　腹の中心部のくぼみにそっと唇が落ちる。ちゅう、と吸い付く音とチクリとした痛み。視線を下にずらすと、赤い花が咲いていた。

「新雪を踏み荒らすような気になってくるな」

「……ふふ」

「誰も知らない場所にずかずかと足を踏み入れる。もう他の誰も味わえない恍惚感」

「面白い例え。わたしなんか……」

　なおも続く、新雪への足入れに、少しだけくすぐったさを感じる。

「私なんかじゃない。君は誰にも代えがたい存在だ」

　ぎゅっと抱きしめられる。

「……幸司さん」

「わかってもらわないとな」

　下着の後ろに手が伸びた。ぷつ、と小さな音と共に、締め付けが緩んだ。ささやかなふくらみだが、硬い布を押し上げるボリュームはあったようだ。

「君の香りでむせ返りそうだ」

「……フェロモン、ですか？」

　大きな手がそっと下着を取り払う。ふるりと揺れた乳房と一緒に、そうであったらいいのにと疑問を口にした。

「フェロモンなんだろうか。俺にもよくわからない。けれども、香澄さんが俺に体を許してもいいと思ってくれることが一番重要だ」

「……」

　そう、フェロモンだよ。と言ってほしかったのだろうか。ヒートがなくて困ったこともあったが、無ければ無いで自由に生きやすかった。

「焦らないで。大丈夫」

　幸司はベッドに入ってから『運命の番』という言葉を発していない。それが優しさのか嘘なのか分からずにいる。

「集中して。俺に」

「あっ！」

　あらわになった乳房に、少し拗ねたような声と共に幸司がかぶりつく。びりっとした痛みに思考が戻される。

「絶対夢中にさせてみせる」

　あ、変なスイッチが入ったかもしれない。そう思った瞬間、唇を塞がれる。そして、先ほど習った順番通りに舌が口内をまさぐってくる。香澄もその動きに合わせて舌を絡ませる。キスに集中しかけたとき、長い指が揺れる乳房の先端を摘まむ。

「っ！」

　唇を塞がれていたせいか、声が出ない。緩急をつけて刺激される蕾に、腰が浮いてしまう。そんな香澄の動きに幸司が気づかないわけない。空いた手できつく抱きしめられ、動きも呼吸の主導権も全てを握られてしまった。こういうときは鼻で息をするんだよ。とどこかの漫画で読んだような気がする。けれども、知らない刺激に身を任せていると、そんなことできるはずはない。

「は……あ」

　時折与えられる息継ぎの時間にだって、硬くしこった蕾への刺激のせいで喘ぎ声をあげるしかできない。結局まともな呼吸すらできず、頭がぼんやりしてきてしまう。

「かわいい」

「すてきだよ」

「もっと見せて。溺れて」

　キスが離れたと思ったら、耳元から流し込まれる媚薬のような言葉。体を這う手は止まらず、緩急をつけた快楽が香澄を襲う。

「ふう、あ」

　幸司が触れるだけで、声が漏れる。与えられる刺激が全て快楽となり、香澄を飲み込んでいく。自分はオメガだからとどこかで思いながらも、否定的な自分がいる。きっとこれは幸司だからだ。そう思うことで、ふと体が軽くなる。

「力抜けた？　俺に預けていいからね」

　大きな手が香澄の頬を撫でた。キスをするのかと思ってそっと目を閉じると、思ったものは下りてこなかった。

「……？」

「つぎは、ここにキス」

　先ほど散々摘まれた蕾にふうっと息を吹きかけられる。ぴくりと体が跳ねる。鼻から音が漏れると、幸司は遠慮なくそこに唇を落とした。

「あっ！」

　触れたか触れないかのささやかなキス。しかし、香澄の体は敏感に刺激を拾った。そしてすぐに、蕾は肉厚の舌に囚われた。

「さっき教えた通りに、ね」

　キスのステップアップの応用編と言わんばかりに、幸司は蕾を舐った。中心を避け、時にゆるく、時に強く香澄をいじめぬいた。

「ん、あぁっ」

　自分でも聞いたことないような甘い声が漏れる。けれどもそうでもしないとこの快楽を乗り越えられなかった。

「香澄さん……かわいい。こんなに赤くして」

「や、そこで喋ら、ないで」

　濡れた蕾が怪しく光る。暖かい唾液に包まれていたが、幸司が息を吹きかけるように話すため、温度差を感じてしまう。それすらも快楽として体が拾ってしまう。無意識に足を擦り合わせる。気持ちよさを受け入れるようになってから、体の奥から何かがたらりと流れ出てきていることに気づいてしまった。

「絶対に忘れられない日にしたい」

　なおも蕾にかぶりつき、香澄を翻弄していく。逃げ場のない香澄ははしたなく腰を揺らし、幸司に縋るしかなかった。

「ああ……」

　終わりのない刺激に、段々と声がかすれていく。香澄に悩む暇を与えられないせいか、すっかり快楽の虜になってしまっていた。そんなとき、へその少し下で、ぷつりと何かが弾けた。

「っ！」

　幸司の器用な指が、デニムパンツのボタンをはずしていた。そのままファスナーを下ろしている。

「あ、」

　核心的な部分に手が伸びている。その事実に、一瞬だけ怯んでしまった。しかし、そんな恐怖はすぐに吹き飛んでしまった。すぐに冷静になったおかげで、肌を通して伝わる幸司の鼓動の速さを知ってしまったからだ。

　とっとっとっと……平常時よりずっと早い鼓動。緊張？　興奮？　どれが正解か分からないが、心臓の動きは香澄の物より少し早かった。時々重なって、時々ずれる拍動に身を任せていると、説明しようのない心地よさを覚えた。自然と口が緩んでしまい、こらえきれない笑いが口の端から漏れ出た。

「……バレたかな？」

「はい。しっかり……でも、嬉しい。私ばっかりだと思ったから」

　ショーツのクロッチ部分に指を添えながら幸司が口を開く。お喋りをする場ではないかもしれないが、享楽を楽しみながらも、お喋りをする時間も大切にしたかった。

「ん、あ、」

　布越しに、自分でも知らない場所を刺激される。

「余裕を見せたかったけど、そうもいかないな」

「あ、ふう……いい、の」

　香澄の反応を探るように、刺激を加えながらお喋りを続ける。いたずらな指はいつしかショーツの中に入り込み、より一層刺激を加えてくる。陰芽を見つけたのか、指の腹で優しくしごかれる。その時点で香澄の口から意味のある言葉は発せられなくなった。

「ふ、んぅ……あぁ」

　くちゅ、くちゅ。甘い水音と共鳴するように、幸司がそっと耳元で囁く。

「濡れてるね……」

　弱く、強く、弱く、強く。時折意識を飛ばしそうな快楽に飲み込まれそうになるが、その緩急で幸司の存在を植え付けられる。

「少し中をほぐすよ」

「ん！」

　長い指が一本中に入り込んできた。秘部、と言う例えがあるように、自分でもよく知らない場所だ。恐れがないわけではない。けれども、身を任せたいとも思う。理解できない複雑な感情のまま香澄は何度も頷く。

（少し、痛い）

　痛みと、圧迫感。体が異物とみなしているのかもしれない。けれども、先ほど散々虐めぬかれ垂らした蜜のおかげか、異物はすぐにナカでなじんだ。

「少し、動かします。痛かったらすぐに」

「は、い」

　幸司の指がナカで揺れる。痛みはない。まるでキスをして唾液でも絡めているかのような卑猥な音がベッドルームに響いた。その音を聞いていると、唇が寂しくなってくる。少し腰を浮かして体を寄せて、ほしいものをねだった。

「キス？」

「うん……」

　おもちゃをねだる子供のようだ。分かっていてもやめられない。香澄の願いに、幸司はすぐに応えてくれた。舌を絡める水音と、秘部から奏でられる音。その二つが重なると、体がリズムでも刻むように揺れた。もっとほしいと全身がねだっているかのように。

「ん、あ……」

　異物が一本増えたが、丁寧な動きは変わらない。次第にその優しさがじれったく感じてしまう。

（もっと、ほしい）

　オメガとしての本能。アルファがほしい。こんなときばかり都合のいい自分の立場を利用して、香澄は幸司を強く抱きしめた。

「甘えたさんだな」

「ん」

　唇へのキスが止めば、それの代わりとばかりに頬や耳、額や目尻、瞼、首筋に唇が落ちてくる。

「ああっ……」

　二本の指が奥に侵入してくる。体全てが幸司に囚われている。今日はもう少しもなかった。あるのは幸福感のみ。次は？　つぎは？　と、ねだるように体をすりつける。

「ステップアップするよ」

　中に入っていた指が抜けていく。名残惜しいのか、無意識のうちにナカを締め付けてしまう。

「待っていて」

　そのまま流れるようにショーツとデニムパンツを引き抜かれる。「あ」と思っている瞬間、幸司がパンツを脱いだ。

「いっかい、抱きしめていい？」

「う、ん」

　すっぽりと包み込まれるように抱きしめられる。肌が互いの熱を奪い合い、二人共同じ体温になるくらい強く抱きしめられた。

「香澄さん……」

「幸司、さん」

　名前を呼ぶだけで、幸せな気持ちになれる。顔にかかる髪を撫でられ、大きな手にすっぽり包まれた。

「君だけがほしかった」

「ん……」

　何度目か分からないキスが落ちてくる。ゆっくりと深くなるそれに、香澄はうっとりと身を任せた。どのくらいしていたのか分からないくらい夢中になっていると、大きな体が離れていった。

「挿れるよ」

「あ、」

　体を密着させることで無視できない存在を、改めて知らされる。濡れる秘部を擦る太い剛直が、香澄の中に入りたいと暴れている。

「……子供のことなど色々あるけど」

「は、ぁあん！」

　太い先が、ほぐれた秘部に添えられた。驚くくらい簡単に先端が入り込んでくる。そうだ。自分たちは子供を作るために結婚したんだと思い出してしまった。

「俺は、今この時間を大切にしたい」

　く、と腰を推し進めてくる。一本槍に貫かれるほどの衝撃が、体の中心部を突き抜ける。

「っ、ぐ、ぅ……」

　堪えきれない苦鳴が漏れてしまった。しかし、幸司はそれ以上進んでくることは無かった。

「痛みます？」

「あ、う……すこ、し」

「わかった」

　幸司は息をゆっくり吐きながら、ゆらゆらと腰を揺らす。そして、痛みを和らげるように香澄の腰を持ち、ゆっくりと撫でていく。勝手を知った手つきに心が少しだけ痛む。けれども体に触れる温度は、香澄を労わってくれた。

「気持ちいいと思うまでこのままでいよう」

　気を使ってくれているが、余裕のない声だ。香澄が辛い分、幸司も辛いのだろうか。我慢するように唇を噛む姿が見え、不覚にも胸の奥がきゅんとしてしまった。その心の動きが、自然とナカを締め付けてしまう。

「っ、」

「あ！」

　その刺激に、幸司がびくりと体を揺らした。その揺れが、香澄のナカに快楽を与える。些細な刺激だったが、体はしっかりと反応してしまう。痛みの奥にある、未経験の快楽の入り口を知ってしまったような気がした。

「悪い人だ」

「あ、ま、ってぇ」

　幸司がゆらゆらとナカを揺さぶる。剛直の形がはっきり分かってしまう。

「あ、大きい……」

　素直に口にした言葉に、幸司の腰の揺らぎが止まる。

「誰と比べている？」

「ち、違う」

　ナカに入るには大きい。そんな単純な意味だった。けれども幸司はそう取ってくれないようだ。自分は男の人と繋がることなんて初めてだと分かりきっているだろうに。それをうまく説明したくても、苦しくも心地よい圧迫感に支配されて言葉が出てこない。

「あなたのナカはとても心地がいい。俺のことを包み込んで離してくれない」

　ぐぐ、とナカをかき分けられる。奥の、もっと奥。誰も知らない場所に幸司が届いてしまった。

「ああ！」

　痛みが来ると思っていた。しかし、香澄を襲ったのは味わったことのない快楽だった。幸司もしっかりそれを感じ取ったのだろう。緩い腰の動きに、強さが時折混じるようになった。

「ん、あ、あぁ！」

　香澄の甘い声に合わせて幸司がどんどん責め立ててくる。しかし時折、ぴたりと責めが止まる。そのたびに香澄は物足りなさでナカをきゅうきゅうと締め付ける。次第に甘い声に混じって、「もっと」とはしたなくねだるようになってしまう。

「そう、もっと、ねだって」

　余裕のない声はお互い様だった。香澄がねだれば、幸司が応える。幸司がねだれば、香澄が応える。そんな応酬が何度も続いて、快楽を高め合う。

　今日一日で、香澄の価値観はすっかり塗り替えられてしまった。

「……ベッドの上だけじゃなくて、普段の生活でもこんな風に甘えてほしい」

　そんな甘くて優しいおねだりに、香澄の気持ちは爆発してしまいそうだった。

「あ！　あぁ！」

　奥にぎゅうと押し付けられて、感情よりも先に理性が爆発した。長い嬌声と共に、頭が真っ白になってしまう。気持ちよさをいなす手段が分からず、大きな体にしがみつく。

「っ、香澄さん」

　どこか違う世界に飛ばされたようなふわふわとして快楽に包まれていると、奥の奥に、温かい何かが注がれた。
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　初めてだったはずなのに、乱れに乱れてしまった。すべてが終わったあとに、香澄は冷静さを取り戻してしまった。しかし、当の幸司はとにかく嬉しそうに香澄の頭を撫でている。

「明日籍を入れに行こう。香澄さんの新しい人生の始まりの日だ」

　八重樫の名が無くなる。本当ならばもっと名残惜しまなければいけないのかもしれない。しかし、香澄はこの名前から逃れられることに安堵していた。自分の安らぎのために幸司の戸籍を汚してしまうような気がしたが、この体のけだるさときしむように痛む体の前では考えがまとまらない。

「俺はなんて幸せものなんだろう」

　大きな手が、髪を撫でる。ひと房手に取って、唇が落ちてきた。あまりにも自然な動作で、映画やドラマのような行為だ。胸が高鳴りときめいてしまう。優しい声色と穏やかな熱。それを与えてもらっているうちに、香澄は少しだけ欲張りになってしまう。

「……わたしと、結婚したら幸せ？」

　望む答えがほしいと言わんばかりの甘えた音になってしまった。香澄がしまったと思うよりも先に、自分を覗く目が柔らかく細められた。

「今だってこんなに幸せなのに……君がそんなことを聞いてくれるからもっと幸せになってしまった」

　髪に落とされていた唇が近づいてくる。香澄はねだるように体を起こすと、迷うことなく唇が重なった。

「君の気持ちが俺に向けばいいと思う。けれども、焦らなくていい。今は君が法律や世間で俺の妻になるというだけで……胸が張り裂けそうなほど幸せだ」

「幸司さん……」

　研究対象。急な結婚。出来損ないのオメガ。香澄の気持ちを置いてけぼりにして進む婚姻だったが、気づけば香澄も彼と同じ思いを抱いていた。

「私も、胸が張り裂けそうです」

「うん」

　とろとろと、甘い蜜を零すようにひとつずつ言葉を重ねる。もっとたくさん色々伝えたいことがあるが、体はもう限界なようだ。

「わたしをあの一家から連れ出してくれて……ありがとうございます」

　最後まで言えただろうか。閉じる瞼に抗えずにいると、最後の最後に目に入ったのは驚いたように目を見開いた幸司だった。

（あ、重かったかな……）

　八重樫家のしがらみを彼に背負わせてしまったかもしれない。そんな思いを抱きながら目を閉じると、温かい何かが額を撫でた。

「違う……俺が巻き込んだんだ。だから、大切にする。一生かけて……」

　とても都合のいい言葉だ。優しくて、香澄のためだけに向けられた愛の言葉。きっともう夢をみているのかもしれない。そんな風に思いながら、香澄は眠りの世界へ旅立った。

　　

　

　香澄の生活は本当に何も変わらなかった。パン屋という仕事柄、朝が早いため、始発電車も動いていない。前に住んでいた場所から今のマンションは車で十分ほどのところだった。以前は自転車で通勤しており、少し距離が出来たものの、通えない距離ではない。これを機会にとずっとほしかった原付スクーターを買ったところ、幸司が酷く落ち込んでいた。

「なんてことだ」

　と、肩を落としてしまったことには非常に驚いてしまった。

「ごめんなさい。もう籍を入れていたから二人で相談しなくちゃいけなかったですね」

　自分が貯めていたお金とはいえ、勝手に使ってしまったことに申し訳なさを感じていると、幸司が大きく首を横に振りながら、香澄の肩を掴んだ。

「俺が買ってあげたかった……」

「……」

　とんでもない甘やかしだ。と香澄は顔から表情を落とす。一緒に暮らすようになり、トラブルも多いかと思ったが、こうして時々幸司が駄々をこねる程度だった。何なら香澄にもっとわがままを言ってほしいと事あるごとに「何かほしいものはないか」と聞いてくる始末だ。それもあったため、香澄が原付スクーターを買ったことが許せないのだろう。

「香澄さん。原付もいいですが、朝俺が送るという手もあるよ」

　またまたとんでもない甘やかしだ。香澄はますます表情を無くして、じっと幸司を見つめる。

「……つれない奥さんもかわいい」

「幸司さん！」

　すす、と音もなく近寄ってきてぎゅうっと抱きしめられる。こんなやりとりが毎日繰り返されて驚くほど穏やかな日常だった。
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「店長！　完売です！」

「おお～！　やったな」

　嬉しさを隠さず声色に乗せる。製造場で明日の仕込みをしている照彦も同じように顔をほころばせた。今日はパンの売れ行きがよく、いつもは少し余る食パンもすっかり綺麗に売り切れていた。片付けながら進めていたため、手持ちの仕事はほとんどない。

（いつもより早く帰れるかな……）

　最近、家に帰るのがとても楽しい。朝の早い香澄と日中の仕事である幸司はすれ違いが多い。しかも、幸司は土日も呼び出されるため、一緒に居られる時間が少ない。

（でも、とっても濃い時間を過ごしている気はする）

　濃密に絡み合い、愛を囁き合う。肌を重ねる幸せを知ってしまった自分は、幸司と離れることができるのだろうか。そんな後ろ向きな考えが浮かぶ。

（……また、後ろ向き）

　こんな考えではきっと仁美にも幸司にも叱られてしまう。ふるふると首を横に振り、悪い考えを追い払う。

（今日は帰れば幸司さんがいるんだから）

　幸司は月に二度ほど当直業務がある。全員で順番に回しているため、所長という肩書があってもそれは変わらないらしい。そして、当直明けの次の日は必ず休みである。昨日、幸司は当直であったため本日は休み。当直明けと言っても忙しい幸司は帰ってこないことも多いのが、昼休憩のときに今日はもうすでに帰宅していると連絡がきていた。つまり、帰れば幸司は自宅にいるのだ。いつも自分ばかり先に帰宅しているので、こういったことは滅多にない。

「あの……」

　働いて数年。一度も口にしたことのない言葉をどう切り出そうか香澄は悩んでいた。指を絡めて摺り寄せる。

「ん？」

「もし……もしよければ今日はもう上がってもいいですか？」

　言えた！　と、心の中で万歳を唱えながら、香澄は照彦の言葉を待った。

「そうだね！　いいよ。明日は妻の検診で店も休みだからゆっくり休んで」

「っ、はい！」

　嬉しさが全面に出てしまったのか、声が大きくなる。照彦は香澄の様子に目を丸くする。早く帰りたがっているのがばれてしまったと香澄は小さく「すみません」と口にした。

「いや、楽しそうだなって」

「え？」

「最近、すごく楽しそうだからね。結婚生活は順調？」

「っ、」

　照彦に他意はないと分かっていても、香澄の脳裏には夜の情事が思い浮かぶ。結婚して一か月程度だが、体を重ねた回数はもう数えられない。香澄のヒートが無くても、体はしっかりと快楽を覚えてしまった。聞かれてもいないのに、香澄はしどろもどろになってしまう。

「いや～、心配してたけど、うまくいってるみたいだね」

「え、えと」

　何か言わなければと思いながらも、言葉が上手く出てこない。顔に熱が集まり、真っ赤になっているだろうし、額には汗も浮かんでいる。きっと語らずともばれてしまっているだろう。以前の自分から考えられないような慌てようだ。ここまで恥ずかしいと逆に開き直ってしまいそうだ。

「……自分でも驚いているんですけど」

「うん」

「少し浮かれているかもしれませんね」

　楽しいです。と、心情がぽろりと零れた。自分から番にならないと宣言している。そして、ヒートが無ければいつか別れがくる。そんな風に決めつけていたが、結局自分が一番いい思いをしているような気がしてならない。

「うん。それでいいんだよ。楽しいのが一番だよ」

「……ですかね」

　漏れ出た声色はひどく頼りないものに思える。

「さ、早く帰りな。うきうきした気持ちを忘れないでね」

「ありがとうございます」

　そうだ。今日は帰ると幸司がいるんだ。そう思うと、気持ちがふわりと浮き上がる。香澄はエプロンとマスクを取り、帰り支度を始める。更衣室代わりの一室にある鏡で前髪を直す。ベーカリーショップは商品の性質上、あちこちに粉が着きやすい。時々気づかずに頬に小麦粉が着いてしまっていることもある。右よし。左よし。顔をしっかり確認して軽くリップを塗る。塗ったところで大して変わりはないが、少しだけ血色がよくなった……ような気がする。しかし、少し塗りすぎたか？　そんな風に何度も鏡の前で落としたり、塗ったりを繰り返す。こうなってしまうと中々うまくいかないのが自分という人間だ。少しでも綺麗な自分でありたい。生まれて初めての感情に香澄は戸惑いながらも、そんな自分を必死で繕うとしていた。

「大丈夫かな……」

　やっとうまく塗れたと思うころには、思いと鏡に映る自分のちぐはぐさにため息が零れてしまいそうだった。生きることに必死だった自分にとって、おしゃれというものは必要ないものだった。八重樫家のパーティーの際に着飾られた自分をきちんと見たことはない。意識的に見ないようにしていたというのが正しい。蔑まれ、馬鹿にされるために行くだけのおしゃれに全く興味を持てなかった。

（ちゃんと周りを見て、もう少し勉強しておけばよかったな……）

　後悔先に立たず。今あるものでなんとかこのちぐはぐな気持ちを埋められないかと化粧ポーチを漁ったときだった。とんとんとドアをノックされる。

「香澄ちゃん。ごめんね。お迎え来てるよ」

「え！」

　がちゃがちゃ！　とポーチの中のメイク道具が混乱の音を立てる。それは香澄の心情を表しており、少し遅れた声となって漏れ出た。

「おむ、おむかえ？」

「うん。原付はもしあれだったらうちのガレージに置いてって。次の出勤は少し遅らせていいから」

「え、え」

　香澄の戸惑いはおさまらない。迎えに来る人など思いつかない。けれども、もし、もし彼だったら。いや、彼以外いないだろう。そう思いながらも混乱が収まらない。ぐちゃぐちゃになったメイク道具をポーチに押し込む。いつもはすぐにファスナーが閉まるのに、今日はうまくいかない。ぎゅうぎゅうに押し込めて無理やりバッグの中にしまった。

　きっとバッグの中は酷いことになっているだろう。しかし、今の香澄にはメイク道具を気にする余裕がなかった。更衣室を飛び出すと、ドアの外にいた照彦とぶつかってしまう。

「す、すみません」

　痛む鼻が気になるが、今はそれどころではない。自然と足が駆けだしたいとばかりに動いている。

「店の外で待ってたよ。さっきも言ったけど、月曜日の出勤は七時くらいでいいよ。涼子も少しずつ手伝えそうだって言っていたから」

「っ、でも。涼子さんは妊婦さんだから」

「香澄ちゃん」

　焦る気持ちと、申し訳ない気持ちがまざる。ちゃんといつも通り出勤すると伝えようとする前に、照彦が言葉を遮った。

「僕たちは君にすごく感謝しているんだ。だから、こんなときくらい協力させてほしい。月曜日は七時に出勤。いいね？」

　雇い主からそう言われてしまえば何も言えない。せっかくの厚意をむげにするわけにもいかず、香澄はゆっくり頷いた。

「よし。明日は僕も妻の検診だから店は定休日だし、三連休楽しんでね」

「はい、ありがとうございます」

　言葉にするだけでは足りない感謝の気持ちが溢れる。胸の前でぎゅっと手を握り、香澄は照彦に向き合う。

「私もいつも感謝しています。店長と涼子さんのおかげでここまでやってこれました」

「うんうん。君はもっと幸せになっていいんだ」

「はい」

　まるで父親のような言葉に胸の奥がじんわり熱くなる。今、自分はとても幸せだ。

「お先に失礼します」

　ふわふわと宙に浮くような気持ちのまま、香澄は店の外に視線を移す。すると、ガラス張りの店の外に、この一か月ですっかり見知ってしまった姿を見つけた。

（幸司さんだ）

　ぽぽぽ、と胸の奥が暖かくなる。リップを塗っただけで何の飾り気もない自分だったが、今はこの暖かさを抱えたまま彼の胸に飛び込みたい。一歩、二歩、と幸司に近づく。気づいてほしいような、気づいてほしくないような。そんな想いを抱きながら彼に近づいていく。

　やっぱり気づいてほしい。そう思った瞬間に、視線が絡み合った。

「香澄さん」

　ガラス越しだが、はっきり名前を呼ばれた。ほんのりと暖まっていた心の熱が一気に高まった。どきどきと胸が高鳴り、呼吸が早くなる。首の後ろがじんわりと熱くなり、何かを求めている。

　それが何なのか香澄はすぐに理解した。

（私、今何を考えたの）

　うなじを押さえて、浮かび上がった考えを隠すように幸司の元に駆け寄った。

（私……今）

　彼と番になりたい。

　そう思ってしまった。自ら口にした条件を自ら破ろうなんて。浮かれるにもほどがある。自分を戒めながら、幸司の前に立つ。すると、彼はいつもよりも少し鋭い視線を香澄に向けてきた。漆黒といっていい目が細められると、何もかも見透かされているような気がしてしまう。

「こうじ、さん？」

　今の気持ちを知られたくなくて、声に怯えが含まれる。幸司はそのまま少し腰を曲げて、香澄に近づいてくる。じろじろと見られて本当に居心地が悪い。時折こんな風に観察するような視線を向けてくる幸司に、やはり自分は研究対象者なんだと分からされてしまう。

「ああ、やっぱり」

「なにが、ですか？」

「いつもと少し違うと思ったんだ。リップをつけてたんだね」

　つい、と唇の端を撫でられる。自分の後ろめたさを知られた。そう思っていた香澄は思いもよらない行動に、きょとんとしてしまう。そして、温かい指が離れていったとき、その行動を理解した。

「っ！」

「綺麗に塗れているね」

　幸司の指を視線で追いかけると、香澄の唇を彩る色が見えた。たまたま入ったドラッグストアの片隅にあった、オレンジベージュの控え目なリップ。綺麗に塗れているなど、きっと嘘だ。今だってはみ出していたのを悟らせない優しさだろう。

　熱くなった胸の奥がぎゅうぎゅうと痛む。スマートな振る舞いに香澄は嬉しいと思うよりも先に、自分の至らなさに勝手に傷ついてしまっていた。

「俺のため？」

「え？」

「可愛くしちゃって。俺のためだったら嬉しいんだけどな」

　俺のため。そうです。そんな風に可愛く言えたならどれだけいいか。けれども、こんなときどんな顔をしたらいいか分からない。あ、う、と口をパクパクしていると、幸司が口元を柔らかく緩めた。

「俺のためって思うことにする。だけど」

　べろりと、幸司が自分の親指を舐め上げた。香澄を彩るリップを、まるで見せつけるように。

「きっと、すぐ落としちゃうかも」

「落とす……」

　舐められたリップ。すぐに落とす。その二つを結び付ける。数秒経過したあとに、その意味を知った。

「～～！」

　今日は心臓に悪いことが多い。何を意味しているか理解した香澄は、照れ隠しのように幸司の腕を軽く叩く。

「なんてことを！」

「ははは。香澄さんはうぶで可愛いね」

　明らかにからかうような口調に、香澄は抵抗の言葉を持たなかった。

「っ、もう」

「今日は互いに仕事が早く終わったんだから。少し出かけないか？」

「出かける？」

「はい。今までずっと家に籠ってセックスばかりだったんで。別の思い出も」

「～～～！」

　どストレートな言葉を遮るには時間が足りなかった。慌てて幸司の口を押えたが、隠しきれなかった。

「ま、ま、前から思ってましたけど」

「ん？」

「幸司さんは思ったことを口に出しすぎです」

「ふぉふぇふぁふぁふふぃ……」

　何を言っているか分からないが、こちらが反論できないような理論を並べていることだけは理解した。幸司に押し付けた手の力をさらに強めて、訳の分からない言葉すら遮る。

「でも……」

「ふぁい」

「でかけるのは、賛成です」

　少し間を置いて絞り出した答えと一緒に、そっと手を離す。ちらりと幸司を仰ぐと、目をキラキラとさせていた。あ、まずい、と思った瞬間には思い切り抱きつかれてしまった。

「も、もう！　待ってってば」

「かわいい。つんつんしてる奥さんも可愛い。どこにいく？　ホテルのディナーだって行けるし、なんなら東京湾を周回するクルーズ船だって貸し切りにできるよ。ブティックで君を着飾って……なんてのも楽しいね！」

　頭をぐりぐり押し付けられながら、そんな提案を受ける。乙女ならば皆が憧れるシチュエーションかもしれないが、香澄の中に嫌な思い出が蘇る。ホテルでの食事では、散々オメガ性をバカにされ、砂を食べているような食事だった。有識者や支援者を集めたクルーズ船パーティーでは張り付いた笑顔が気持ち悪かった。ホテルのブティックでは従兄に無駄に着飾られたことも嫌な思い出だ。

「……幸司さん」

「なんて。冗談。そういうのはもうお腹いっぱいだよな」

　いたずらが成功したと言わんばかりの表情だ。ぺろりと出した舌に、香澄はすっかり騙されたことを知った。

「俺さ、一度行ってみたかったところがあるんだ。付き合ってくれる？」

「行ってみたかったところ」

「そう。女性と一緒じゃないと中々入れない」

　もう行く場所を決めていたのだろう。スマートフォンの画面が目の前に差し出された。

「……季節の、スイーツ、たべ、ほう、だい」

　画面の文字を声に出す。食べ放題、スイーツ。その下には秋の味覚で彩られたパフェやムース、プチケーキなどがたくさん並んでいた。

「一度行ってみたかったんだ。ここのカフェ、職場の近くなんだ。行ってみない？」

「……おいしそう」

「香澄さんはどれがいい？」

　すいすいと流れていく写真に香澄はくぎ付けだ。大学芋のパイ、栗かのこ、和スイーツも洋スイーツも種類が多く、どれもこれも美味しそうで選べない。

「すごい～！　選べない……」

　先ほどの憂鬱な気持ちが吹き飛ぶようなスイーツがどんどんと流れていく。

「じゃあ、さっそく行こう。もう予約してあるんだ。あまり健康にはよくはないけど、夕飯がいらないくらい食べてしまおう」

「あ、でも、ご飯ものも少しあるみたいですよ」

「……いや、俺は今日甘いものだけ食べるって決めている」

　幸司のおかしなこだわりに、香澄は目を丸くする。子供のような宣言に、香澄は遅れて笑みを零してしまった。

「ありがとうございます」

「ん？　何が？」

「……何がって」

　昔を思い出して嫌な気持ちになっていたはずなのに、たったこれだけのやりとりで香澄の気持ちは驚くほど澄みきっていた。幸司も気づいているはずなのに、何も言わない。

「俺は可愛い奥さんがいつでも笑ってくれたらそれでいいんだ」

「……はい」

　幸司の存在は、香澄も心を大きく揺さぶる。情欲に染めることもあれば、今のように小さく明かりをともすような幸せな気持ちにしてくれる。

（ああ、ダメだな……）

　また自分で提示した条件を破りたくなってしまう。いつか来る別れのために番契約はしない。なのに縋って今すぐ二人だけになって彼に支配されたい。そんなおどろおどろしい欲を振り払うように、香澄はゆっくりと笑みを浮かべた。
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　幸司の車に乗るのは何度目だろう。もう数えることすら大変になってしまった。いつも通り静かに発車し、香澄はシートに体を預けた。

「今日は早く終わってよかったですね」

「はい。時々こういうことがあるんです」

「……そういう日はどう過ごしてた？」

　少し間を置いて聞かれた質問に、香澄は「んー」と喉を鳴らした。

「手芸店に行ったり……あとはデパ地下を冷やかしに行ったり……普通のことばかりです」

　口にするとどれもこれも面白くないものばかりだ。学生時代の友人たちとは時間が合わないため、会う機会もない。土日休みに時々会うことはあったが、このときも自分の性に劣等感を持っていたため、腰を据えて話せる友人は少なかった。それでなくても八重樫という名が香澄自身に大きなフィルターを作っていた。

「手芸店か……」

「はい。素人の手慰みですが」

「そんなことないよ」

　謙遜をすぐに否定された。あまりにきっぱりと言われたため香澄はかちりと体を固くする。まるで見てきたような口ぶりに、どう反応していいか分からなかった。

「ああ、ここだ」

「あ、は、はい」

　目的地に到着したようだ。店に駐車場はないため、近くのコインパーキングに車を停車する。下りるように促されて、香澄は素直に従う。幸司はそれ以上会話を続ける気が無いのか、香澄の手を取って「こっちだ」と案内を始めてしまった。

（……なんだか、嬉しいな）

　嘘をつかない人の言葉は何をもらっても嬉しい。根拠がないかもしれないが、たったそれだけでもときめいてしまう。繋いだ手をぎゅっと握り返すと、さらに強く握られた。

　まるで普通の恋人同士のようなデートに、浮かれている自分がいた。

　

　秋の味覚をふんだんに使ったデザートバイキングはとても美味しかった。幸司は宣言した通り甘いものだけを皿に乗せて次々と飲み込んでいく。あまりの食べっぷりに、自分が食べるのを忘れてしまうほどだった。

　時々休憩を挟みながらお喋りをしていると、ブーブーとスマートフォンの震える音が聞こえた。私かも、と思うよりも先に幸司が先にそれに気づいた。

「ああ、俺だ」

　幸司がポケットからスマートフォンを取り出す。そして画面を見た瞬間とても嫌そうに顔を歪めた。

「ど、どうしたの？」

「いや、死ぬほど嫌いな相手から」

「……お仕事？」

「まあ、それに近い。ちょっと待ってて」

　大きな舌打ちと共に、幸司が店の外に出ていく。その姿を追っていると、見たこともないような怖い顔をして電話に応対していた。

「死ぬほど嫌いな相手……」

　誰だろう。と余計な考えが浮かぶ。いつも優しい幸司があんな顔をする相手が逆に珍しくて気になってしまう。

（……知らない人みたい）

　ぼんやり見つめていると、大きくため息をついている。ころころと表情を変え、どんな相手と話しているのだろうとどんどん気になってしまう。嫌いな人のことも知りたいだなんて自分はとても欲張りになってしまった。

　それが何だかとても恥ずかしいことのように思えて、無意識のうちに立ち上がってしまう。そして、そんな幸司を見ないように化粧室に足を向ける。

「はあ～……」

　漏れたため息はとても大きかった。洗面台の前に手をついて、本日二度目の鏡の前の自分と対面する。誰もいないのをいいことに、ぶつぶつと独り言をつぶやく。

「何でもかんでも聞いていいわけじゃないし……あまり近づきすぎるのもよくない。でも、もう結婚してるし……」

　自分の顔には悩んでいます。と書いてあった。質問したって答えが返ってくるわけでもない。自分一人がから回っているようで惨めな気持ちにすらなってくる。

「あ……」

　そんな風に自分に自分の気持ちを吐露していると、先ほど塗ったリップが落ちていることに気づく。もう家に帰るだけだし、と思ったが幸司が言っていたことを思い出す。

『きっと、すぐに落とすだろうけど』

　あれはキスしたいってことだろう。少ない月日だが、一緒に過ごしているうちに幸司のことが少しだけ分かるようになっていた。分かりにくいようで、ストレートに伝えてくる。きっと香澄の考えは間違っていないだろう。おもむろにバッグからリップを取り出す。今度は焦らず、はみださないように、そっと裸の唇の上に色を乗せていく。

　キスでぬぐい取ってほしい。

　ぽっと湧いて出てくるいやらしい思い。一瞬我に返って手で拭ってしまおうかと思ったが、ほんの少しだけ悪戯心が湧いてくる。またリップを塗りなおした自分に、幸司がどんな反応をするか。少しだけ気になってしまった。

　

　香澄が化粧室から戻ってくると同時に、幸司の電話も終わったようだ。

「ごめん。長くなった」

「いいえ。大丈夫です。電話は大丈夫ですか？」

「……ああ。大丈夫だよ。余計な虫を払うのは大変だからね」

　香澄と視線が合うと、目線が少しだけ下にずれる。唇に視線が固定される。どんな反応をするのかとどきどきしていると、幸司がゆるりと口元に笑みを浮かべた。

「帰ろうか？」

　低くて甘い声が香澄の鼓膜を揺らした。はっきりと言ってくれればいいのに。そう思いながらも香澄はゆっくり頷くことしか出来なかった。

　会計を済ませ、外に出る。体がなぜだか熱くて、ふわふわと浮足立ったようだ。そのまま車に乗せられると、大きな体が香澄に影を作った。

「君が……飾り立てた唇を裸にしてしまいたい」

「ん、う」

　自分を抑えこむのに必死だったため、気づかなかった。香澄が理解した通りに、幸司は飾られた唇を舐める。時に甘く食まれ、執拗に唇を追いかけられた。そのおかげなのか、全身の力が抜ける。だらりと手が下りて、柔らかな皮のシートに埋まる。

「……動くよ。すぐ、着く」

　自分のことで精いっぱいだった香澄は、幸司の息が荒いことに気づく余裕はなかった。
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　家に着くと、幸司はベッドルームに行く間もなく香澄の唇を奪った。冷たい壁に押し付けられて、動きを封じられる。香澄は抵抗することなくそれを受け入れた。

「香澄さん。香澄……」

「あ……」

　いつもより荒い唇は、すぐに香澄の理性を奪う。籍を入れてから、毎日のように体を暴かれ、すっかり幸司の虜になってしまっていた。幸司のためだけに飾った唇のリップを食べるように、唇を甘く食まれる。

「甘い……君の味だ」

「リップの味……？」

「君が纏うだけで、全て君の味だ」

　返事をしたいが、食べられてしまうため何も発せない。いつも余裕があって香澄を大切に味わう幸司だったが、今日は少しだけ違う。口内を舐る舌が少しだけ荒々しい。

「誰にも……もう、誰にも君を渡したくない」

「……幸司、さん？」

　キスの合間に囁かれる言葉は、香澄に向けてのものではない。どこかの誰かに向けているような気がしてならない。

「香澄、香澄……」

　名前を呼ばれているのに、自分のことではない気がする。動揺しているのだろうか。激しいキスの合間に、香澄はそんなことを思う。

　私を見て、と言いたくても暇すら与えてもらえない。そもそも、そんなことを口にしてもいいのだろうか。

「っ！」

　急に唇が離れたと思ったら、服の裾から手が入り込んでくる。びっくりして言葉も出なかった。少し乱暴に乳房を掴まれると、驚きは涙となって一粒零れ落ちた。

「あ、」

　悲しくない。なのにどうして、と思っていると香澄の涙に気づいた幸司が慌てたように離れていく。

「香澄さん！　ああ、ごめんなさい。怖かった？　すみません、こんな所ですることじゃなかったね」

　慌てる幸司に対して、香澄は首を振る。一度零れてしまった涙は、香澄の心のうちに抱える悩みを代弁するかのようにぽろぽろと流れ落ちていく。

「ちが、」

「……余裕が無かった。ごめん。ちょっと、嫌な電話だったんだ」

　幸司は香澄の気持ちをきちんとくみ取ってくれていた。ずず、と流れて来た鼻水をすする。すると、零れた涙をすくうように唇が落とされる。

「嫌なことを思い出してしまって……」

「いやな、こと」

「ああ。自分の力が及ばずに、悲しい思いをさせただろう？」

「……私？」

　言っていることが分からない。自分に関係することなのかと首を傾げると、少し困ったように幸司は笑みを浮かべた。

「俺の勝手な後悔」

「……どうしたら、その嫌な気持ちが無くなりますか？」

　香澄の心情をいつも労わってくれる幸司に対して何か返したい。そんな気持ちで香澄はそっと彼の頬を撫でた。

「……側にいてくれるだけでいいんだ」

　心底そう思っている。そんな感情を浮かべた笑みと一緒に幸司がそう口にした。

「それだけ？」

「ああ。あとは……そうだな」

　さんざん乱れた服と体に、幸司が視線を落とす。その瞬間、快楽に溺れている体の奥から蜜がじわりとにじみ出た。

「香澄さんにおねだりされたいな」

「おねだり……」

「そう。例えば」

　幸司が少しだけ思案する。そんな様子に、香澄は少しだけ欲が出てしまう。自分にしてもらっているように彼にもしたい。言葉で表さなくても、理解した。そんな身勝手な欲望。

　おねだりと言われて、思いつくことは一つしかない。今まさに情事の最中という中でできる、香澄のおねだり。

「幸司、さん」

　香澄は壁に手をついて、ゆっくり振り返る。彼の心をに触れるたび、心の奥がじくじくと疼く。もちろん体も同じだった。

「……ほしい、の」

　彼が求めてくるのならば、応えたい。香澄の精いっぱいのおねだりに、幸司は目を見開き、ごくりと喉を鳴らした。

「……知らないよ？」

「あ、」

　視線に犯される。間違っていなかったとほっとしていると、大きな体が後ろから覆いかぶさってくる。

　パンツのボタンを弾くと、無遠慮な手が、体中をまさぐった。

「ここで、してほしい？」

「う、ん。して、ほしい」

　少しずつ生肌があらわになる。幸司の興奮した息が首筋にかかる。そしてそのまま肉厚の舌でうなじを舐られた。

「無防備にさらして……悪いアルファに食べられてしまいますよ」

　その言葉に、香澄はびくりと体を震わせる。蜜がしとどに流れ、重力に逆らえなかった分が太ももに伝っていく。

「こんなに濡らして……俺の妻はとてもいやらしい」

「やあ……いわ、ないで」

　長い指で、陰芽とナカを同時に虐められる。ぷちゅぷちゅと艶めかしい音と一緒に、耳を犯される。

「ここに噛みついて、一生残らない痕を」

「あ、ああ」

「君がいいと言ってくれればいつだってできるのに」

「ん、んぅ」

　痕が着かない程度に、かぷかぷと甘噛みされる。そのたびに、香澄は蜜を流し体が喜んでいた。

「だ、め……」

　ダメなの。ダメ。それだけは、ダメ。もしヒートが無かったら。もし、あなたの運命の番じゃなかったら。そんな恐怖が湧いて出てきて香澄を支配する。

「じゃあ、いつか俺にねだって」

　噛んでと。そんな言葉と共に、一番強く食まれた。その瞬間、香澄は全身を震わせて達してしまう。蜜ではない何かが溢れだし、幸司の手を濡らす。

「いつかきっと言わせてみせる」

　甘く噛まれた場所を優しく撫でる手。その甘さに心地よさを覚えていると、いきなり体の中心を貫かれた。

「う、あぁっ！」

　顔が見えない状態での繋がりは初めてだ。もしかしたらうなじを噛まれることを危惧して無意識に避けていたのかもしれない。オメガにとって一番無防備な部分をさらけ出してしまうほどに香澄は幸司に囚われていた。

「あ、ああ」

　体位が違うだけで当たる場所が違う。知らなかった部分を擦られ、香澄はまた達してしまう。いつもお喋りを挟みながら楽しんでいた行為だったが、今は互いの性を貪りあうものだった。肉がぶつかる音が玄関に響き、なんてはしたないんだろうと思いながらも享楽には抗えなかった。

（……幸司さん）

　いますぐうなじを噛まれて、番になりたい。支配されたいオメガの本能が芽生えている。それでもまだ、幸司の理性を奪うフェロモンを出せない。じくりと心の奥が痛む。しかし、そんな香澄を翻弄するように幸司が耳元に甘い声を流し込んでくる。

「っ、すごい……もう少しだよ。香澄さん」

「あ、ああ！　ダメ、そこ、だめなの」

　もう少し。その言葉が心に引っかかる。もう少しで達するのか。それとも、香澄の性の目ざめがもうすぐなのか。結局いつも大切なことが聞けない。意気地なしの自分に嫌気がさしつつも、与えられる快楽からは逃れられなかった。

　いやらしく乳房を揺らし、蜜を流し、はしたなく声を上げる。これがオメガとしての本能なのだろうか。そう思うと、自分という存在が益々分からなくなってくる。

「香澄さん」

　うなじに唇が落ちてくる。強く吸われ、痛む心を撫でられたような気になる。

「大丈夫、俺がいる」

「ふ、ぁあ！」

　優しい言葉とは裏腹に、思い切り奥を突きあげられた。何度目か分からない絶頂のあと、熱い白濁が注がれた。
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　ほぼ毎日のように体を重ねているが、香澄のヒートは未だにやってこない。オメガはヒートーが無ければ妊娠しない。そんな説を香澄は自身で実感していた。ヒートのないオメガの前例が少なく、そこに加えて『妊娠』というデリケートな問題が加わってくると、症例報告としてもほとんどない。

　今日は久しぶりに妹に会う予定だが、気が重いのはそのせいだろう。ヒートもない。望んでいる子供も妊娠できない。結婚の条件を満たせないまま、時間だけが過ぎていく。

　大きなため息が漏れる。あまりの大きさに電車に乗っていた人たちがちらちらと香澄に視線をよこしてきた。

（いけない。こんなんじゃ仁美に心配かけちゃう）

　気を取り直して、顔を上げる。車窓から見える景色が目まぐるしく変わる。やがてスピードが緩まり、目的地に到着したことを告げるアナウンスが流れた。

　人ごみに押されるように降車する。ここにいる人たちは、何性なのだろうか。そんな知っても仕方ないことを香澄は考える。

　アルファ、ベータ、オメガ……そして運命の番。自分がアルファであればいいと思ったことは一度や二度ではない。けれども、オメガであるならば、せめてきちんと発情できるオメガでありたかった。幸司と過ごすようになってそんな風に考えることが増えた。

　どうして自分にはヒートが無いんだろう。何度も悩んだが、初めてその原因について自分なりに考えていた。幸司と過ごしていると、自分の知らない何かに支配されそうなことがある。

（多分、あれはフェロモンなのかもしれない）

　身を任せてしまえばいいのかもしれない。けれども、香澄はあの存在がとても恐ろしいのだ。なぜそう思ってしまうのか。

（もしかして、私は何か忘れてるのかもしれない）

　普通はフェロモンを抑えこめないはずだ。どうして自分にはできるのだろうか。考えても答えが出るわけではないと分かっている。けれども、これではいつまで経っても前に進めない。

（このままではいられないよね……）

　優しくて甘くて、居心地のいい世界。本当ならばずっとそこで過ごしていたい。弱い自分がそう主張している。両親、妹、そして幸司。優しい人たちはこのままでもいいよといってくれるだろう。

（だけど、それだけじゃ嫌だ）

　香澄の中で芽生える気持ち。どうしらたいいのかと悩むうちに一日一日が過ぎていく。問題を先送りしているつもりはないが、答えが出ないのが現実だ。そんなもやもやを妹の仁美に少しだけ打ち明けたら、今日会うという形になった。

　人ごみの中で視線を少し下に移すと、出来上がったばかりのニット帽が目に入る。

（喜んでくれるといいな）

　誰も見ていないのをいいことに、仁美の喜んだ顔を想像する。自然と口角が緩み、憂鬱な気持ちがほんの少しだけ薄まった。ニット帽をだしに、ではないが今日は話を聞いてもらおう。そう思って少し歩みを早める。駅のロータリーに出たところで仁美に連絡を取ろうとスマートフォンを探す。

「香澄」

　それと同時に声をかけられ、振り返る。

　二度と会いたくないと思っていた人物がそこに立っていた。

「よお。久しぶり」

「……っ、利人、さん」

　助手席側の窓を開けて声をかけてきた人物に、香澄は全身の肌が粟立った。もちろん恐怖からだった。

「知らない間に結婚してたなんてな。従兄弟に報告ないなんておかしくないか？」

「関係ないでしょう」

　喉がひりひりと焼け付くようだ。それでも、やっとの思いで反抗すると、車の中の男はくっと馬鹿にしたように笑った。

「ヒートもない出来損ないなんて、俺がいなきゃ何にもできないだろ？　昔からそうだったじゃないか。パーティーも俺が連れて行ってやらないといけなかっただろ？」

　この人は何を言っているのだろうかと心の底から不思議に思う。どんなきらびやかなパーティーも豪華な食事もちっとも楽しくなかった。家族みんなで食べるご飯の方が美味しかった。それに、幸司と笑いながらつつくパフェは最高だった。利人がいたことで助かったことなどただの一度もない。

「なんだよ。その反抗的な目は」

「っ！」

「お前みたいなのが、結婚だなんてありえないんだ」

　車に乗れ。と利人が香澄を促す。

「乗りません。乗る理由がない」

「はあ？　乗れよ。夕飯を食いに行く。その後、お前が誰の物かはっきりさせてやる」

　食べても味のしないものなど食べたくない。それに、誰の物だなんて恐ろしくて考えたくもなかった。

「行きません」

　そう言って背中を向けようとした。すると、いつの間にか車から下りたのか、利人が香澄のバッグを奪い取る。

「っ！　返して！」

「まあまあ。そう拗ねるな。ああ、そうか。ドレスも買ってやるさ。そんなみずぼらしい格好じゃ入れないからな」

　着飾りたくなどない。ありのままの自分でいることの幸福を知ってしまった香澄には不要なものだ。

「ドレスなんていらない！」

　こんな風にはっきり反抗するのは初めてかもしれない。幸司がたくさんの幸せを教えてくれて、香澄は少しずつ自分に自信を持つことができた。いつか、仮初めの夫婦ではなく、本当の夫婦になれるように。そんな困難な願いをかなえるために、努力すると先ほど決意したばかりだ。嫌いな男の言いなりになりたくなかった。

「……意地張るのもいい加減にしろよ。知ってるんだからな。お前の働く店、そして妹が研修に行っている病院。両親が経営する会社。そして……お前の相手が働く研究所」

　どうとでもできる。利人が冷たく言い放つ。

「食事だけだよ。それで分かるだろ？　香澄が誰の物かさ」

　さあ、と車に乗るように促される。バッグは取り上げられてしまい、連絡もできない。そして、今ここで利人の言うことを聞かなければ、大好きな人たちに害が及んでしまうだろう。

　この手を振り払って、逃げ出すこともできる。けれども、八重樫家当主の息子を誰が止められるのか。

　仁美？　お父さん？　お母さん？

（幸司さん……）

　浮かぶ人たちにまた迷惑をかけるのかと絶望に襲われる。香澄はぎゅうと二の腕を抱きしめて爪を立てる。

「……わかりました」

「最初から素直になれよ」

　断る方法を知らない。背中に手を添えられるが、すぐに振り払った。

「自分で乗る。食事だけ。ドレスもいらない」

　いい？　と念を押す。

「バッグも返して。絶対にみんなには手を出さないで」

「それはお前次第だな」

　下卑た笑みに、平手を繰り出したいのを必死に堪え、香澄は自らの足で後部座席に座った。
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　白衣のポケットに入っていたスマートフォンが、香澄が電車に乗ったことを知らせてくれる。少々素行が悪いと思いながらも、チェックする手が止まらない。今香澄が置かれている状況はあまりよろしくない。結婚という手を使ってつなぎとめてはいるものの、八重樫家の本家の連中を説得するのには非常に骨が折れた。

『アルファとオメガの組み合わせならば、うちの息子でもいいはずだ』という主張を崩すのに、幸司は自分が持てる力を最大限利用した。

　隠されたカルテ、採血データ、それと……八重樫家が隠してきた秘密を手に入れてしまえば当主を黙らせるには十分だった。しかし、息子である利人はそう簡単にはいかない。家に守られ、人を人とも思わない行動は、言葉で表すのも不快になるほどだ。特に、香澄への執着は凄まじい。幼いまま育たなかった好意は、大人になれば狂気じみたものになる。自分はアルファ、そして香澄はオメガといういかにもな状況にあぐらをかいて、自分の物になると信じて疑わなかった結果がこれだ。けれども、幸司にはそんな利人を黙らせるだけの力を手に入れた。

（幸せにすると決めたから）

　運命の番と言うのは簡単だ。番という枠にあてはめずとも、幸司は彼女を愛している。八重樫家の中で不遇の人生を送ってきていたが、意外にもたくましいところがある。過去に一度だけ彼女の強さに触れてから、それは幸司の生きる指標となっていた。

　香澄のオメガ性の目覚めは、自分の心を解放するときだ。研究者としてはありえないような考えだが、間違っていないだろう。きっかけが何かははっきりと分からないが、香澄の性は今にも咲き誇りそうなほど芽吹いてきている。

　自分がその一端を担っているのはもちろんだが、それがいつになるのか楽しみで仕方がない。

（ただ……）

　おそらく、性の目覚めには彼女自身乗り越えなければいけないものがある。後押しはできるものの、最後は香澄自身の思いにかかっている。

　おそらく。だろう。断定できないのが非常に悔しいところだが、自分はその瞬間を待つしかできない。

（……早く、心も俺の物に）

　そうなったとき、自分はどうするのか。考えただけで、高揚してくる。アルファは本来支配性だ。けれども、幸司はそんな考えには否定的だったが、香澄を前にするとそうもいかない。特に、体を重ねているときは、本能に飲み込まれそうになる。うなじを噛み、一生消えない痕をつけて、自分だけの物にしたい。泣き顔も、笑顔も全て自分しか見られないようにして、一生閉じ込めておきたい。そんな考えが浮かんだのは一度や二度ではない。

　けれども、それでは八重樫家のしてきたことと何も変わらない。

　時々、幸司の洗濯物に埋もれて『巣作り』の真似事をし、我に返ったときの恥ずかしそうな顔。土産に買って帰った総菜をおいしそうに食べること。軽く酒を入れたときの気の抜けた顔。日常の一コマ一コマで見せてくれる姿が愛おしくて仕方ない。誰にも見せないように閉じ込めてしまえばきっとそんな姿をさらけ出してくれることも無くなるだろう。

　支配するより、共存を。常に隣に立つ人でありたい。幸司はそう自分に言い聞かせていた。

（早く家に帰って可愛い奥さんを抱きしめたい）

　そう思いながら仕事に戻ろうとしたときだった。緊急連絡先からの電話を告げる音がポケットから鳴り響く。

「っ、」

　この音が鳴るときは、香澄に何か会ったとき。香澄の両親、妹からの電話。または、香澄のスマートフォンの電源が落ちたときになるように設定してある。今まで一度もなったことは無いため、どくりと心臓が嫌な音を鳴らす。

　ただの充電切れであることを祈りながらスマートフォンを取り出すと、香澄の妹の名前が表示されていた。

「もしもし」

　冷静になりきれないせいか、少し声がかすれていた。幸司が何かを発するよりも先に、慌てた声が聞こえてくる。

『日倉さん、お姉ちゃんが待ち合わせ場所に来ないんです』

　あちこち走り回っているのだろう。息が荒い。

「……先ほど、電車に乗っていたのを確認している。それに、もう待ち合わせ場所についたはずだ」

　自分に言い聞かせるようにそう口にするが、緊張しているのか手にジワリと汗がにじむ。

『でも、来ないんです』

「わかった」

　探してみる。と一旦通話を終了する。すぐにＧＰＳ探知アプリを起動すると、徒歩とは違う速さで移動しているようだ。地図上の信号付近で停車している。

（車だな……タクシー？　いや、乗る理由がない）

　地図を拡大して、行先の検討をつける。ターミナル駅付近に向かっているようだと推測できる。そして、あの辺りには八重樫家の息がかかったホテルがいくつも点在していた。

「やはりな」

　予想が確信に変わる。この車の動きこそ、香澄に対して執着しているのは自分だけではないと教えてくれた。何かしらの動きがあるとは思っていたが、なんとも浅はかな行動だ。

（思い知らせてやる）

　香澄とのデートを邪魔したときに掛かってきた電話でわからせたつもりだった。このまま手を引くならば、八重樫家最大の秘密は黙っていようと思っていた。けれども、どうやら『つもり』だったようだ。今は好いた女のことを諦めきれなかった惨めな男をどう地の底に落としてやろうかと画策するばかりだ。

（バカな男だ）

　心の底から同情しつつも、これがきっかけで八重樫家の汚点が次々と露見されるだろう。表に出てしまえば、もう誰も止めることはできない。幸司はすぐに仁美に連絡を取る。

「香澄の居場所が分かった。先回りして手を打つから安心してくれ。あと、君の両親と、馬鹿男……利人君のご両親も呼んでほしい」

　分かった、と返事を聞く前に通話を終了する。仁美は賢い。詳しく説明せずともきっと思うとおりに動いてくれるだろう。

　そして、次の手を打つため別の所に電話をかける。八重樫家の息がかかっているホテルはいくつもある。そのうちのどれかに香澄を連れ込み、どうにかしようとしているのだろう。想像だけでもはらわたが煮えくり返るが、大きく息を吐いて感情を押し殺す。

　しかし、残念なことに当主の息子である利人が使える権限はそう多くない。その中でも悪事に加担するような企業経営者は無い。ということは、必然的に場所も絞られる。あの馬鹿男に加担しないとやっていけないような場所はただ一つ。

「日倉幸司と言えば分かってもらえますか？」

　香澄を幸せにするためならなんだってやる。そんな気持ちで幸司は電話口の相手に高圧的な態度を取った。
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　香澄のＧＰＳとカメラアプリの様子から、ホテルの入り口で足止めされているようだ。急遽早退すると言った幸司を、研究員は快く送り出してくれた。

　香澄は自分の存在を秘密にしてほしいと言ったが、妻としての存在を隠すようには言われていない。揚げ足を取るような気もしたが、確認したため問題ない。研究員はアルファが多く、それぞれ番がいる。自分の番のピンチとなれば、誰も反対できないだろう。

　決定的なことはないと分かっていても、激昂したプライドだけが高い男が何をするか予想できない。そのため危害を加えない確証はない。

　少しでも早く着くように算段し、自家用車に乗り込む。もう少しすると混雑する時間になるが、ありがたいことに目的のホテルは首都高速から降りてすぐの場所だ。幸司はアクセルを踏み込み、スピードを上げる。研究所近くのインターに乗り込むと、右足を強く踏み込む。エンジンの回転数が上がる音が自分の鼓動と重なる。大丈夫だと頭で分かっていても、一秒でも早く利人と香澄を引き離したい。これが運命の番で結ばれたものだと簡単な説明で済むものならこんなにも苦労していない。

　フェロモンで結ばれるという非常に簡単なものとは違い、愛とはひどく不安定で、不確かなものだ。香澄にヒートがないことで、そんな不明瞭な愛が幸司にとっての原動力だ。今思えば、欲望が渦巻く八重樫家の中で一人戦う健気な香澄に幸司は惚れ込んでしまった。いくらフェロモンが繋がっていようとも、不確かな愛が幸司の心に根付いてしまった。

　結婚という破りがたい結びつきで香澄を縛ったと自覚している。けれども、それが最良であったと思っているし、後悔していない。身勝手な恋だと分かっている。手段を選ぶ余裕なんてなかったからだ。

「早く君に会いたいよ」

　はやる気持ちが表れるように、ハンドルを握る手に力がこもる。十数年かかったが、自分は香澄を守る力を手に入れたのだ。一介の研究員だったらできなかった。香澄を自分の腕に抱くためだけに生きてきたのだから。

　右足にさらに力を込めて、車をスピードに乗せる。目的地はもうすぐだった。
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「どういうことだ！」

　フロントに向かって叫ぶ利人に、ロビーにいた客すべての視線が向く。しかし、当のバカ息子はそんなことにも気づかず、フロント係に向かって唾を飛ばしている。それと共に吐き出される言葉に知性のかけらもない。

「支配人を出せ！　連絡がいっているはずだ！」

「……お客様、対応しかねます」

「ふざけるな！　俺は八重樫家の……」

　部屋が取れないのだろう。それも当たり前だ。全て幸司がキャンセルしているのだから。それを知らないで叫び続ける利人の手には香澄のバッグが見える。

（ああ、奪われてしまったのか）

　気にしなくても新しいのを買ってあげるのに。と思ったがすぐにそんな陳腐な考えは捨て去った。ここの所香澄の働くベーカリーショップに対して圧力をかけている人物がいたことも知っている。追い払ったつもりだが、利人は知らないだろう。それを武器に香澄を脅したのだろと手に取るように浅はかな思考が読める。

　ゆっくり近づいてヒーローの登場といきたいところだが、そんな余裕は持ち合わせていない。利人が香澄の手を強く握っているのが見えてしまったからだ。

「香澄さん」

　自分の声に気づいたのは利人が先だった。勢いよくこちらに振り向いたとたん、驚きが表情に浮かんでいた。

「な、なんで」

「私の妻を返してもらえますか」

　遠慮なく叩き込んだ手刀で繋がっていた手を切り離して、愛しい妻を自分の側に引き寄せる。

「返せ！」

　返すも何も。と幸司は香澄を背中に隠す。「幸司さん」と心底安心したような声と共に香澄が背中に体を預けてくる。

（ああ、今すぐ振り返って抱きしめて家に帰りたい）

　そうだ。そうしよう。妻が戻ってくれば後はどうでもいい。そんな気持ちが浮かんできてしまった。

「大変でしたね。さあ、帰りましょう」

　くるりと振り返って、愛しい妻に声をかける。少し泣いたのかもしれない。目尻が痛々しい赤に染まっていた。きょとんと目を見開いて、安心したような混乱したような表情を浮かべている。

「泣いたのか？　かわいそうに」

　弱った姿に少しだけ欲情してしまった。それを隠すようにそっと目元を撫でる。恐怖で声も出ないのだろう。これは帰って慰めるしかない。先ほどまで利人や八重樫家の膿を出してやろうと画策していたが、そんなことはどうでもよくなってしまった。

「待て！　香澄は、俺の物だ！」

「……はあ？」

　香澄の愛らしさを堪能していたいが、後ろで騒ぐ動物がうるさい。しかも『俺の物』だなんて聞き逃せない言葉を吐きだした。

「っ、俺はずっと香澄の側にいた！　途中で現れたお前にそんな資格は無い！」

「資格ですか？　そうは言っても、もう籍も入れていますから」

　もう一度義務教育をやり直したらどうでしょうかと付け加えて、挑発するように香澄を引き寄せる。

「ずっと側に居ながら傷つけることしか出来ないお前とは違う」

　さらに付け足してやると、当主そっくりな鼻ぺちゃな顔を盛大に歪ませて唸り始める。

「この間、お電話を頂いたとき、きちんとお話したと思ったんですが……分かっていただけなかったようですね」

　香澄とのデートを邪魔した汚らわしい電話を思い出して幸司はため息をつく。あのとき、香澄の結婚を許さないとばかりに騒ぐ利人は、照彦と涼子の店をつぶすだの、妹の研修先の病院をつぶすだの、香澄の両親の会社へ不利益なことをしてやるなどなど小物がするようなことを全て口にしていた。しかし、幸司にとってそれはコバエがたかるようなもので、何の意味もなかった。世間的な地位で言えば自分の方が上だからだ。

「ハッ！　あんな脅し俺には効かない！　俺は時期八重樫家の当主だ！　選ばれた優秀な遺伝子のアルファだ！　ただの研究員のお前とは格が違う！」

　ここまで頭が悪いとは。幸司は思わず頭を抱えた。自分がいかに優れた人間かを高らかに語る姿を蹴り飛ばしてやりたい。こんな人目があるところで語ることではない。しかも、八重樫家の名前まで出している。幸司はアルファ性に関しての差別意識が死ぬほど嫌いだった。アルファ性だと鼻にかける男がどれほどのものなのだろうと目を細める。

「……アルファ。アルファ、ね」

　自分の心がスッと冷えていく。幸司は香澄を再度背後に隠す。当たりを見渡すと、スマートフォンで撮影をしている人がちらほら視界に入る。そして、ちょうどいいタイミングで香澄の家族と八重樫家当主がホテルに入ってくるのが見えた。

「私はね、バース性研究の第一人者だと自負しているんです」

「……第一人者だからと言って何なんだ。俺の方がよっぽど優秀だ」

「ええ。八重樫家は優秀なアルファの方がたくさんいるんですよ。ただ、残念なことに真性のアルファはすごく少ないんです」

「……どういうことだ」

「つまり、偽アルファという存在です。真性アルファが遺伝子情報とフェロモンの成分が合致する必要があります。遺伝子の操作は違法になりますので、偽アルファというのはフェロモンを注入または内服して後天的にアルファになろうとした存在です」

　あまり賢くない利人にも分かるように説明する。しかし利人はなんの覚えもないのか、首を傾げるだけだ。

（本当にバカな男だ）

「毎日の定期的な内服。それと、三月に一回の注射」

　覚えはありますか？　と問うと、利人は初めて理解したようだ。今言ったのはフェロモンの注入方法。おそらく、アルファの抑制剤として使用されていると聞いていたのだろう。憎い鼻ぺちゃが、目に見えて分かりやすく慌て始めた。

「ある病院で治験的に行われているようですね。しかし……法的に認められているのでしょうか。まあ、それはおそらくもうすぐ露見するでしょうが」

　八重樫家の中に優秀な人物がいるのは間違いない。香澄の両親たちがその筆頭だ。一部では現当主とその息子の無能さが知られており、現在分裂に近い状態が起きている。幸司がこうして口にするのと同時進行でマスコミへ内部告発をしたものがいるらしい。

「日倉君！」

　幸司の口を止めるように、当主が割り込んでくる。

「君、それ以上言ったらどうなるかわかるだろう？　やめるんだ」

　たばこの匂いをまき散らされて幸司は酷く気分が悪かった。

「……ここまで言えば十分でしょう。まあ、ここにいるアルファは……私と」

　バース性で優劣をつけるのをひどく嫌っていた幸司だったが、目の前の虚勢を張り続け汚らしい存在を野放しにしておくつもりはなかった。

「香澄さんのご両親と、妹さん……だけですから」

　幸司の言葉に、その場にいた関係者の空気が凍った。賢い人間ならわかるだろう。散々アルファだと自慢していた人たちが本当は違う性だった。

「残念です。息子さんがきちんと手を引いていたならここまでしなかったのに。まあ、おそらく私が口にせずとも世間には露呈していたでしょうね」

　これで終わりだと幸司は彼らから視線をそらす。視界の端に当主と利人ががくりと膝をついたのが見えた。

「香澄さん、終わりましたよ。帰りましょう」

「……幸司、さん」

「あなたはもう何にも怯えなくていいんです」

　喜ばせるつもりで言ったが、愛しい妻の目に涙が浮かんだ。

「え！　ど、どうしました？」

「ってことは……私はもうあなたの妻でいられないってことなの？」

　ツマデイラレナイ。香澄の発言を理解するのに時間がかかった。ツマデイラレナイ。ナゼ。やっかいな遺伝子情報より解読が困難だ。

「だって、八重樫家から守るための結婚だったんでしょ。それに、私は未だにヒートが来ないし、子供を作らなくていいなら私はもう用無し……」

　ああ、そうだったと。幸司はまた頭を抱えた。自分が娶った妻はとても難解だったんだと再度理解する。蔑まれて生きてきた彼女を明るい世界に連れ戻すのが自分の役割だったはずなのに。

「俺の愛、ちゃんと伝わってなかったのかな。香澄さん、安心して絶対そんなことにはならないから」

　未だ俯く妻の額にそっと唇と落とす。香澄の家族から「ちょっと！」と聞こえるがそんなことはどうでもよかった。

「……お別れするかもって分かった瞬間に気づいたの……」

「何に気づいたの？」

　分かっていたが、幸司は続きが聞きたかった。香澄の口から、どうしても聞きたくてずっと待っていた言葉。

「……私、幸司さんが好きなんだって……」

「香澄さん……」

　初めて好きだと言われた。その瞬間、ぶわりとむせ返るほどの香りが幸司を包んだ。

「っ！」

　以前、一瞬だけ嗅いだことがある、焼き立てのパンのような甘くて香ばしい香り。まさか、と思っていると、香澄も驚いたように幸司を見上げていた。

「……っ、う」

　優しい香りだが、幸司を惹きつけてやまない。ちらりと周りをみるが、誰もこの香りに気づいた様子がない。そんなはずはない。これが発情ではなく何だと言うのだ。オメガのヒートはどんな性も惹きつける。アルファであっても、ベータであっても例外はないはずだ。しかし、この香りは幸司だけに放たれており、反応しているのも自分だけだ。

「幸司さん、私……」

　香澄が言葉を発するだけ、心臓を貫かれるような苦しさに襲われる。今すぐ目の前の女性に噛みついて番になりたい。理性の塊だと自負していた自分が本能に飲み込まれるとは。けれどもそれに勝る思いが自分にはあった。可憐な笑顔を守るためにここまで来た。本能に負けるわけにはいかない。

「……君は出来損ないなんかじゃない」

　わかっただろう？　そうゆっくり口にすると、目を潤ませた香澄が小さく頷く。きっと幸司からもフェロモンが出ているのだろう。香澄の頬が赤く色づき、体をすり寄せてくる。

「……八重樫さん」

　幸司は声を絞り出す。香澄の両親と仁美に、香澄のヒートが来たことを伝えると、三人それぞれが驚いている。目を見開いたり、口をぽかんと開けていたりなど反応は様々だ。仁美に至っては目に涙を浮かべて「よかった」と呟いている。

「おそらく、私にだけ反応するヒートかもしれない。色々確かめたいところですが、今はそんな余裕はない」

　よろめく足を叱咤して、香澄の腰に手を添える。

「……初孫、覚悟していてくださいね」

　それだけ伝えると、全員が頷いた。このままホテルに閉じこもりたいが、初めてのヒートだ。慣れた場所がいいだろう。数十分車を走らせれば家だ。その数十分耐えられるか怪しかったが幸司は帰ることを選択した。

「香澄さん……」

「あ、はぁ……」

　腰に来る声だ。こんな姿を誰にも見せたくなくて、半分抱きしめるようにして車に向かう。諸々連絡しなければとフェロモンに支配されそうな頭で幸司はこれからの算段を組み立てた。

　

　フェロモンに溢れた車内は拷問に近かった。体がうずくのか、香澄はうなじ付近に触れ、時折かりかりとひっかいている。ヒートを迎えたオメガに出会ったことは何度もある。そのたびにめまいを覚えることがあったが、抑制剤を飲んでいたためそれ以上のことは無かった。けれども、このフェロモンは濃く抗いがたいものがある。

（抑制剤を定期内服していても、これほどなんだ）

　飲んでいなかったら人前で襲っていたかもしれない。理性のかけらすらない獣。しかし、今はそれでもいいと思っている。香澄もきっと同じ気持ちだろう。今まで薬で抑えられていた欲望が今にも爆発しそうだった。

　マンションの駐車場に車を停める。このまま部屋に一直線したいところだが、ヒートが来たことを知らせなければならない場所がある。

「こうじ、さん」

「一分待って……」

「ん、待て、ないの」

　なんとかわいいおねだりだ。幸司は手に持っていたスマートフォンを握りつぶしそうになった。ミシッときしむ音を立てた機械はもしかしたら壊れたかもしれない。キスをねだる顔に屈しそうになる。なんとか頭を撫でていなすと、彼女は不満そうに唇を尖らせた。

「……日倉だ。妻にヒートが来たから休暇申請を」

　相手から了承を得る前に、幸司は通話を切る。そして、物ほしそうに自分を見つめる妻に唇を押し付けた。助手席と、運転席。サイドレバーやらボトル置き。普段は気にならない小物が邪魔で仕方ない。幸司が仕込んだとおりに舌を動かす香澄から一層甘い匂いが漂ってくる。くらくらとめまいを起こしそうになり、理性が根こそぎ奪われる。このままここで繋がってしまいたい。けれどもここで番うのは幸司の理想に反する。それに、始まってしまったら車から出られなくなる危険もあった。幸司はほんの少しだけ我慢することにした。

「部屋に入ったらすぐ、君のうなじを噛む」

　幸司の宣言に、香澄が頷く。そして、赤い薔薇のように色づいた唇をゆっくりと動かした。

「お願い……噛んで」

　幸司がずっとずっと望んでいた言葉が愛しい人から紡がれた。
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　部屋の鍵を開けて、香澄が先に家の中に飛び込んだ。幸司が後を追うと、靴を脱ぐよりも先に、香澄が長い髪を横に流していた。視線が幸司の口に固定されている。ごくりと生唾を飲みこむ。そのおかげか、愛しい人の全身を眺める余裕ができた。さらけ出したうなじは、赤く色づいていてとてもおいしそうだった。次から次へと唾液が分泌されて、だらだらと口の端から垂れていく。それは香澄も同じだった。垂れた唾液が床に小さな水たまりをつくる。そして、いつも履いているデニムパンツの中心部の色が濃くなっている。

（俺だけのものだ）

　いつも淑やかで無垢な女性が、フェロモンが分泌されたことでこんなにもいやらしくなるのか。幸司は身をもって運命の番のすさまじさをしった。おいしそうな獲物を目の前にしつつも、幸司は人としての尊厳を振り絞って口を開く。

「香澄さん」

「あ……私、だめ、はやく」

「うん。俺は……きっと君を運命の番と認めるよりも先に君に恋をしていたんだ」

「え、どういう……」

　香澄の答えを待つよりも先に、幸司は思い切りうなじに噛みついた。その瞬間、香澄を纏っていたフェロモンがより一層濃くなった。思い切り歯を立てたことで、消えない傷が残る。こんなにも動物的で神聖な儀式があるだろうか。

　アルファである自分をあまり好きではなかったが、今こうして香澄に自分の存在を刻み付けられることには喜びしかなかった。

「あぁあっ！」

　香澄が体を震わせ、床に突っ伏した。幸司はその上にのしかかり、血のにじむ傷を何度も何度も舐め取る。そのたび、香澄が体を震わせ、小さく達していた。

「顔が見たい」

　床に隠れていた顔を見たいと体をひっくり返すと、とろりと蕩けそうな目で自分を見つめてくる。堪らなくなって唇を塞いで、少々乱暴に服に手をかける。今日に限ってボタンの付いたシャツだ。一つ一つ外す余裕もなく、幸司は力任せに引きちぎった。小さなボタンがあちこちに飛び散って、床を叩く乾いた音を鳴らした。それすらも二人の間では情欲を高め合うＢＧＭになってしまう。幸司も自分が着ていたシャツを破り捨てると、ようやく肌を重ねることが出来た。何の意味も持たない濡れたデニムを脱がせると、今日一番のむせ返るような甘い香りが脳髄を刺激する。フェロモンに殴られた。それくらくらくらと今にも倒れ込みそうだ。

　そこからは獣の交尾のようだった。流れる蜜をなめ合い、香澄のナカに何度も精を放つ。玄関の床で始まった交尾は、ベッドに移り、そして風呂場、リビング。生活をするのと同じように体を重ねた。

「あ、もっと。もっとしてえ……」

　可愛いおねだりに応えるように、幸司は香澄のうなじを舐め取った。残らない傷跡と共に、香澄を繋ぎとめるための楔を何度も何度も小さな体に打ちつけた。






⑦それぞれの未来








「アルファとアルファ、なんていうけど、お父さんもお母さんも本当は運命の番がいたみたいだよ」

「え！」

　驚きのあまり、持っていたカップを落としそうになる。今日は自宅に仁美が遊びに来てくれていた。いらっしゃいと迎えたとき、編んだニット帽が目に入って心がほっこり温まった。

「詳しくはわからないけど、八重樫家に無理やり引き離されたんだって……」

「そうなんだ……」

　常に仲のいい両親だったが、引き離されたという事実に心が痛む。けれどもよくよく考えれば両親は、愛し合うというよりは同志といった雰囲気の方が合っている。もしかしたらこのチャンスを辛抱強く待っていたのかもしれない。

「八重樫家のしがらみも無くなったし、もしかしたら別れるっていう選択肢もあるんじゃないかな」

「そうね。でも、それもいいと思う。多分ずっと我慢してきただろうし。そうなったら見守ろうね」

　香澄の提案に、仁美が大きく頷く。八重樫家の悪事が報道されてから、家の事情は大きく変わった。性操作をしていた病院やそれを手引きしていた政治家など芋づる式に旧悪まで引きずり出された。両親含め、香澄や仁美の周りは中々うるさかったが、もともと内部分裂していたこともあり、仕事や学業生活に影響はないようだ。

「それで？　仁美は最近どうなの？」

「ふふふ。彼ったら可愛いの」

　最近のメインの話は仁美の「運命の番」についての話だ。研修先の病院で働いている人らしく、とても可愛い人だそうだ。

「私は女だけどアルファだし、相手は男だけどオメガ……どっちも妊娠できるから順番で子供を生もうねって言ってるの」

「そんな話までしてるの？」

「そうだよ。お互いに負担がないようにきちんと話し合っているんだ。そ、れ、よ、り！　お姉ちゃんも順調そうだね」

　香澄にヒートが来たことで、精神的にも非常に安定した。色々病院で調べて貰った結果、香澄のヒートは運命の番だけに反応するもので、相手への好意をきちんと自覚し声に出したことで目覚めたのだろうと何ともおとぎ話のような結論が出た。

「お姉ちゃんのように、発情をきちんとコントロールできるとオメガも生きやすくなるかもね」

「うん。だから私のフェロモンの成分とか血液とかもサンプルデータとしてほしいって言われて提供したりしてるんだよ」

　幸司は非常に嫌がっていたが、香澄は自らのデータを喜んで研究所に提出した。自分のように悩んでいる人の役に立てればという思いが強かったからだ。

「お姉ちゃん、強くなったね」

「そうよ～だってもうすぐお母さんだもの！」

　少し大きくなったお腹を撫で、香澄は穏やかな気持ちで微笑んだ。
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「ただいま！」

「おかえりなさい」

　十九時を少し過ぎたころ幸司が帰宅した。八重樫家の騒動があったあとも幸司は変わらず研究所で働いていた。幸司の研究結果がもたらした影響は八重樫家の支援がなくても十分やっていけるほどの利益を生み出していたようだ。夫が変わらず働けることに香澄は少なからず安堵していた。

「今日も俺の奥さんは可愛いな。そして、君にも。ただいま」

　香澄の頬にただいまのキスを落としたあと、幸司はお腹の子にも声をかけた。このやり取りが幸せの象徴のような気がして、香澄は心が温まる。

「今日は仁美さんが来たんだろ？　どうだった？」

「楽しかったよ。強くなったねって言われた」

　そうだね。と幸司が穏やかに同意してくれる。

「でも、少し不安だな……」

　日に日に命の鼓動を大きく感じるようになり、比例するように不安が大きくなる。生まれてくるオメガバース性のことを考えると息が詰まるような閉塞感を覚える。

　そんな不安を吐露すると、そっと大きな体に包まれる。

「君と僕という立派な道しるべがいる。この子が大きくなるころにはきっと性差別も無くなる……いや俺が無くして見せる」

「幸司さん……」

　力強い言葉に、香澄の心の重りが軽くなる。香澄の腹を撫でながら、痕の残るうなじにそっと唇を落とした。

「きっとかわいい子が生まれる」

　まだ見ぬわが子への思いを馳せる表情に、香澄は笑みを浮かべずにはいられなかった。愛しい夫が撫でる場所は、お腹としっかり痕の残るうなじ。その優しい手つきに香澄はこれ以上ない幸せを感じた。
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　こんにちは。ぐるもりと申します。濃蜜ラブルージュ様にて三作目を発表することが出来ました。（拍手）この度は『新婚夫婦の秘密、運命のオメガ』を手に取っていただきありがとうございます。そして、担当編集者様、イラストレーターの小こ島じまきいち様、デザイン会社様。素敵な作品に仕上げていただきありがとうございました。

　はじめましての方もいらっしゃると思いますが、私ぐるもりはあとがきで裏話を書くタイプです。今回も漏れなく語らせていただきたいと思います。

　初めてのオメガバース。書いていてとても悩みましたが、アルファが幸司という変態ヒーローであったからこそ成り立ったかなと思います。そして今回は幸司視点を最初と最後で組み込んでみたのですが、想像以上にやばい男になってしまったと反省。目標（この場合は香澄ですね）のために一途に頑張る爽やかなヒーローをイメージしていたんですが、いつの間にか世界を巻き込んだ壮大な囲い込みになっていました。けれども、妻の前だけでは可愛いっていうのは個人的に大好きです。晴れて八重樫家から解放された二人は、軽井沢の結婚式場で家族だけの挙式を行っています。ドレスも着物もたくさん着てほしいと幸司は思いながらも、着飾ることが好きじゃないしともだもだしていたら、香澄の方から「幸司さんが一緒なら」と快諾してくれました。その結果、白ドレス、カクテルドレス、白無垢、打掛、引き振袖……それはもう張り切って衣装選びに精を出しました。結局は奥さんの手のひらで転がされるような気がしないでもないです。（でもそんなヒーローも好きです）

　少し自信の付いた香澄は、パン屋で働きつつ、手作りの品をネットで売るようになりました。仁美に進められ、幸司の後押しもあり、少しずつ販売の量を増やしています。特に、ニット帽が好評で、仁美が「私のもちゃんと作ってね！」と心配してしまうほどたくさん注文が入りました。

　運命の番に散々振り回されて生きてきた二人には、これからたくさんの幸せが待っていると思います。

　さて、最後になりますが、次回作としてポップな監禁愛をプロットとして立てています。担当さんの力を借りていい作品にしたいな～と考えています。またお付き合いいただけたら嬉しいです。そして、つらつらと好きなことだけを書いたあとがきも読んで下さり感謝の気持ちでいっぱいです。コロナなどまだまだ油断できない世情ですが、皆さまが健やかでありますように。ではまたお会いできる日を楽しみにしています。
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２０１９年デビュー。現代物をメインに執筆中。読了後に心が温かくなるようなお話を目指して日々精進中です。ラクビーとミスチルは私の栄養素。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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